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使用説明書 
〈本機のご利用にあたって〉 


安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず『はじめにお読みください』「安全上のご注意」をお読みくださし、。 
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1. 本機の概要 

本機の概要について説明します。 


本書で使用しているオフシヨンの表記 


主なオプションの名称と、本文中で使用している略称を示します。 


商品名 

略称 

imagio プリンター • スキャナーユニットタイプ38 

プリンタ_ • スキャナーユニット 

imagio FAX ユニットタイプ38 

ファクスユニット 

imagio 増設 G 3 ユニットタイプ38 

増設 G 3 ユニット 

imagio G 4 FAX ユニットタイプ38 

G 4 ユニット 

拡張1284ボードタイプ B 

拡張1284ボード 

imagio BT ワイヤレスインターフェースタイプ24 

Bluetooth オプション 

imagio 拡張データ変換ボードタイプ7 

拡張データ変換ボード 

imagio 不正コビーガードモジュールタイプ7 

不正コピーガードモジュール 

imagio 拡張無線 LAN ボードタイプ7 

拡張無線 LAN ボード 

imagio GigaBit イーサネットボードタイプ7 

拡張ギガビットイーサネットボード 

imagio Web アクセスカードタイプ38 

Web アクセスカード 

imagio NetWare 対応力ードタイプ38 

NetWare 対応カード 

imagio FAX メモリータイプ N 2 

FAX メモリー 

imagio VM 力ードタイプ31 

VM 力ード 

imagio 2000枚フイニッシャー SR 3110 

フイニッシャー 

imagio ドキュメントフイーダー DF 6010 

自動原稿送り装置 （ ADF=Auto 
Document Feeder の略） 

imagio 圧板 PN 6010 

原稿カバー 

imagio インナ ー 1ピントレイ BN 6010 

本体上トレイ 

imagio サイドトレイタイプ38 

左トレイ 

imagio 中継ユニット BU 6010 

中継ユニット 

imagio 八ンドセットタイプ N 10 

八ンドセット 

imagio 自動両面ユニット AD 6000 

両面ユニット 

imagio 原稿置き台タイプ38 

原稿置き台 

imagio 赤現像ユニットタイプ38 

赤現像ユニット 




























1 .本機の概要 


商品名 

略称 

imagio PS 3 力ードタイプ38 

PS 3 力ード 

リコーキーカード MK 1 

キーカード 

リコーキーカウンター 

キーカウンター 

リコーキーカウンター受 

キーカウンター受け 

PPC キーカウンター取付ユニットタイプ N 10 

キーカウンター取り付けユニット 

imagio 課金用インターフェースボードタイプ3 

課金用インターフェースボード 

Ridoc 10 Analyzer t Ridoc 10 Analyzer Lt 

Ridoc 10 Analyzer * 1 


”詳しくは、 P .79「 Ridocl 〇 Analyzer でできること」を参照してくださし 、0 












機種別機能一覧 


機種別機能一覧 


機種名 • モデル名 

コピー機能 

ドキュメン 
トボックス 
機能 

プリンター 
機能 

スキャナー 

機能 

ファクス機 
能 

imagio MP W4001PN 

標準装備 

標準装備 

オプション 

オプション 

オプション 

imagio MP W4001 

標準装備 

標準装備 

オプション 

オプション 

オプション 

imagio MP W4001F 

標準装備 

標準装備 

オプション 

オプション 

標準装備 

imagio MP W 4001 SP 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

オプション 

imagio MP W 4001 SPF 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

標準装備 


標準装備されるオプション 


外部に取り付けるオプション 


機種名•モ 
デル名 

原稿 カバー 

自動原稿送り 
装置 (ADF) 

本体上トレイ 

赤現像 ュニッ 
卜 

両面ユニット 

imagio MP 
W4 〇〇1 PN 

標準 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

imagio MP 
W4 〇〇 1 

オプション 

標準 

オプション 

オプション 

標準 

imagio MP 
W4001F 

オプション 

標準 

標準 

オプション 

標準 

imagio MP 
W4001SP 

オプション 

標準 

オプション 

標準 

標準 

imagio MP 
W4 〇〇 ISP 

F 

オプション 

標準 

標準 

標準 

標準 


内部に取り付けるオプション 


機種名 • モデル名 

プリンタ—•スキ ヤナ— ユニッ ト 

ファクスユニット 

imagio MP W4001PN 

オプション 

オプション 

imagio MP W 4001 

オプション 

オプション 

imagio MP W 400 IF 

オプション 

標準 

imagio MP W 4001 SP 

標準 

オプション 

imagio MP 

W 4001 SPF 

標準 

標準 

































1 .本機の概要 


オフションが必要な機能一覧 

いくつかの機能を 使用 するときは、オフションが必要です。 

モデルによっては、オプションが標準装備されていることがあります。詳しくは、 P .5 「標 
準装備されるオプション」を参照してください。 

コピー機能 


機能 

オプシヨン品 

• 大量原稿 
• SADF 
• サイズ混載 
• 薄紙 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

• 赤コピー/黒赤コピー 
• カラー変換 
• 指定色消去 

赤現像ユニット 

• 片囬 — 両面 
• 両曲 — 両面 

• 両面集約（片面4枚 — 両面1枚、片面8 
枚 j 両面1枚、片面16枚 — 両面1枚） 

• 両面集約（両面4ページ — 両面1枚、両 
面8ページ — 両面1枚、両面16ページ 
— 両面1枚） 

• 見開き〇両面、見開き — 両面（見開き） 

• ミニ 本 
• 週刊誌 

両面ユニット 

• シフトソート 
• スタック 
• ステーフノレ 
• パンチ 

フィニッシャー、中継ユニット、両面ユニッ 

h 

蓄積した文書を Web Image Monitor でダウン 
ロードする 

拡張データ変換ボード 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


ファクス機能 


機能 

オプション品 

ファクス機能 

ファクスュニット 

• 済スタンプ 
• 両面原稿の読み取り 
• サイズ混載 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 















オプションが必要な機能一覧 


機能 

オプション品 

• IP - ファクス機能 

• インターネットファクス機能 

• メール送信機能 

• フォルダー送信機能 

• PC ファクス 

• Web Image Monitor を利用したファクス 
情報の管理 

• ファクス受信文書のパソコンへの配信 

• Mail to Print 

プリンタ_ • スキャナーユニット 

• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した送信 
• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した回線別配 
信 

増設 G 3 ユニットと G 4 ユニット 

• サブアドレス 

• UUI 

• ISDN ダイヤルイン番号を利用した配信 
• 受信側 • 送信側情報印字 

• 送信側情報印字 （ G 4 用） 

• ISDN -3 G 回線登録 

• ISDN -4 G 回線登録 

• G 4 発信元情報 

G 4 ユニット 

• 「微細字」での送信 
• 「細かい字」、「微細字」での受信 

FAX メモリー 

回線別排紙先設定 

次のうち、いずれか1つのオプション品、ま 
たはオプション品の組み合わせが必要 
• 本体上トレイ 
•左トレイ 

• フイニッシャー、中継ユニット、両面ユ 

ニット 

排紙位置シフト機能 

フイニッシャー、中継ユニット、両面ユニッ 

h 

両面印刷 

両面ユニット 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


プリンター機能 


機能 

オプション品 

プリンター機能 

プリンター • スキャナーユニット 

• シフトソート 

フィニッシャー、中継ユニット、両面ユニッ 

• パンチ 

h 

• ステーフノレ 



















1 .本機の概要 


機能 

オプション品 

• 両面印刷 
• 製本印刷 

両面ユニット 

赤黒2色印刷 

赤現像ユニット 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


スキャナー機能 


機能 

オプシヨン品 

スキャナー機能 

プリンタ_ • スキャナーユニット 

• 済スタンプ 
• 両面原稿の読み取り 
• サイズ混載 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


その他 


機能 

オプション品 

NetWare 

NetWare 対応力ード 

拡張外部課金装置管理 

課金用インターフェースボード 

利用者認証 

キーカード 

無線 LAN 

拡張無線 LAN ボード 

パラレルインターフェース 

拡張1284ボード 

ギガビットイーサネット 

拡張ギガビットイーサネットボード 

Bluetooth 

Bluetooth オプション 

拡張機能 

プリンター • スキャナ _ ユニットと VM 力一 
ド' 

ブラウザー機能 

プリンター•スキャナーユニットと Web アク 
セスカード 
























本体各部の名称とはたらき 


本体各部の名称とはたらき 

〇 重要 ） 

•通風孔に物を置いたり、立てかけたりして通風孔をふさがないでください。機械内部 
の温度が上昇すると、故障の原因になります。 

本体前面（左側） 



1.原稿カバーまたは自動原稿送り装置 ( ADF ) 

イラストは自動原稿送り装置 ( ADF ) 装着時のものです。 

原稿ガラスにセットした原稿を押さえます。 

自動原稿送り装置 （ ADF ) は、一度にセットした複数枚の原稿を1枚ずつ自動的に送ります。 


2. 原稿ガラス 


原稿をセットします。 

3. 上トレイ排紙表示ランプ 

本体上トレイに受信紙や出力紙があるときはランプが点灯し、紙づまり時や上トレイに用紙が 
満杯になっているときは点滅します。 

4. 主電源スイッチ 

本機を使用するときは、主電源スイッチを「丨 （ On )」 にしてください。 「0 ( Standby )」 に 
なっているときは、カバーを開けて主電源スイッチを「丨 （ On )」 にしてください。 P .63 「主 
電源スイッチ」を参照してください。 




















































1 .本機の概要 


5. 結露防止ヒータースイッチ 

温度の変化により機械内部に水滴が生じると適正な印刷品質が得られないことがあります。こ 
のような不具合を低減するために、結露防止ヒーターを使用してください。結露防止ヒーター 
スイッチの操作については P .67 「結露防止ヒータースイッチの操作」を参照してください。 

6. 除湿ヒータースイッチ 

湿度が高いとき、給紙トレイの用紙が吸湿すると、コピーの画像異常となることがあります。 
除湿ヒーターはこれを防止します。湿度が高いときは「〇 n 」 にします。除湿ヒータースイッチ 
の操作については、 P .67 「除湿ヒータースイッチの操作」を参照してください。 

7. 操作部 

P .16 「操作部の名称とはたらき」を参照してください。 

8. 本体トレイ 

コピーやプリンターの出力紙やファクスの受信紙が排紙されます。 


9. 排紙ガイド 


つまった用紙を取り除くときに開けます。『こまったときには』「用紙や原稿がつまったとき」 
を参照してください。 

10. 前カバー 

つまった用紙を取り除くときやトナーを交換するときに開けます。 


本体前面（右側) 



































本体各部の名称とはたらき 


1. 通風孔 

機械内部の温度上昇を防止します。 

2. リモート管理サービス接続口 

インターネット回線を利用したリモート管理サービス (@Remote (アットリモート））運用時 
に使用します。詳しくは、『保守/仕様』「リモート管理サービスを利用する」を参照してくださ 
い0 


1. 延長ガイド 

A 2 サイズの原稿を ADF にセツトするときは、延長ガイドを回転させます。 

2. 用紙ガイド板 

手差しトレイに用紙をセツトするときは、用紙ガイド板を用紙サイズに合わせます。 

3. 手差しトレイ 

普通紙の他に、〇 HP フィルムやラベル紙（八クリ紙）などにコピーや印刷をするときに使用し 
ます。 

4. 用紙支持板 

A 4 C ? よりも大きなサイズの用紙を手差しトレイにセツトするときに引き出します。 

5. 用紙支持棒 

A 3 C ? よりも大きなサイズの用紙を手差しトレイにセツトするときに引き出します。 

6. 右下 カバー 

つまった用紙を取り除くときに開けます。 

7. 給紙トレイ 

用紙をセツトします。 

体背面（左側） 





本 





















































1 .本機の概要 


主なオプションのはたらき 

モデルによっては、標準装備されているオプションがあります。詳しくは、 P .5 「標準装 
備されるオプション」を参照してください。 


外部に取り付けるオプション 


1 2 3 4 5 6 7 



1_左トレイ 

排紙先として設定されているとき、コピーされた用紙がコピー面を上にして排紙されます。 
ページ順は逆になります。 

2. 原稿カバー 

原稿ガラスにセットした原稿を押さえます。 

3. 自動原稿送り装置 ( ADF ) 

セットされた複数枚の原稿を1枚ずつ読み取りガラスに送ります。 

4. 八ンドセツト 

ファクスユニットを装着したときに受話器として使用できます。 

オンフックダイヤルやマニュアルダイヤル機能が使用できるようになり、本機を電話として使 
用できるようになります。 

5. キーカード 

部署ごとのコピー/プリンター使用量を記憶し、表示、集計する印刷量管理装置です。 

6. 原稿置き台 

原稿を置くための台です。キーカードやキーカウンターを設置することもできます。 

7_キーカウンター 

コピー/プリンターの使用量を計ります。 







































主なオプションのはたらき 


8. フイニッシャー 

複数の出力紙を仕分けたり、ステーブラーでとじたりします。中とじステープルして本のよう 
に折って製本したり、パンチ穴をあけたりすることもできます。 

フイニッシャーは、次のトレイで構成されています。 

• フイニッシャー •上 トレイ 
• フイニッシャー • シフトトレイ 
• フイニッシャー•中とじトレイ 

9. 中継ユニット 

フイニッシャーに出力紙を送ります。 

10. 本体上トレイ 

排紙先として設定されているとき、コピーやプリンターの出力紙やファクスの受信紙が印刷面 
を下にして排紙されます。 

11. 赤現像 ユニット 

赤黒2色印刷の機能が使用できます。 

12. 両面ユニット 

用紙の両面に印刷できます。 

〇 補足 ） 

•原稿カバー、自動原稿送り装置 （ ADF ) は、いずれか1つしか装着できません。 

•左トレイ、フイニッシャーは、いずれか1つしか装着できません。 

• フイニッシャーを装着するには、中継ユニットと両面ユニットが必要です。 

•キーカウンター装着時には、キーカウンター取り付けユニット、キーカウンター受 
け、原稿置き台が必要です。 

• キーカード装着時には、原稿置き台と課金用インターフェースボードが必要です。 

内部に取り付けるオプション 

• ファクスユニット 
ファクス 機能が使用できます。 

• プリンター • スキャナー ユニット 
プリンター機能、スキャナー機能が使用できます。 

• 増設 G 3 ユニット 
G 3 回線をもう1つ増設できます。 

G 4 ユニットを装着していないときは、最大2つまで装着できます。 

• G 4 ユニット 
ISDN と接続できます。 

次の機能を使用できるようになります。 





1 .本機の概要 


• サブアドレス 
• UUI 

マイラインの事業者選択で NTT 以外の事業者をしているときは、各種レポートの通話 
料金は記載されません。 

• FAX メモリー 

FAX メモリーを使用すると 28 MB (標準 4 MB ) に増設できます。 

「微細字」での送受信、および「細かい字」での受信が可能になります。また、メモ 
リーに蓄積できる原稿の枚数を増やすことができます。 

• PS 3 力ード 

PostScript 3による出力ができます。 

• 拡張1284ボード 
IEEE 1284 ケーブルで接続できます。 

• 拡張無線 LAN ボード 
無線 LAN でネットワークに接続できます。 

• Bluetooth オプション 

Bluetooth に対応している機器と通信できます。 

• 拡張ギガビットイーサネットボード 
1000 BASE-T で通信できます。 

• 拡張データ変換ボード 

コピー機能やドキュメントボックス機能、プリンター機能で蓄積した文書をダウン 
口ードするときに必要です。 

• VM 力ード 

Embedded Software Architecture アプリケーションなどをインストールするための 
カードです。 

•Web アクセスカード 

インターネットにアクセスできます。操作部に表示された Web ページを印刷するこ 
ともできます。 

• NetWare 対応力ード 

NetWare サーバーを使用するときに必要です。 

• 不正コビーガードモジュール 

不正コピーガードの地紋がついている文書をコピーすると、画像を抹消してグレー地 
にします。 

綱足 

•拡張1284ボード、拡張無線 LAN ボードは、いずれか1つしか装着できません。 
•拡張無線 LAN ボード、 Bluetooth オプションは、いずれか1つしか装着できません。 





主なオプションのはたらき 


• イーサネットインターフェース、拡張ギガビットイーサネットボード、拡張無線 LAN 
ボードは同時に使用できません。詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』 
「インターフェースを接続する」を参照してください。 



1 .本機の概要 


操作部の名称とはたらき 


イラストはフルオプション時のものです。 



〇择」 

写 

◦匡 

I 

- 

1918 1 
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1. [ホーム]キー 

ホー厶画面を表示するときに押します。 P .28 「ホー厶画面の見かた」を参照してください。 

2. 機能キー 

「コピー」「ドキュメントボックス」「ファクス」「プリンター」「スキャナー」の各機能の操作画 
面に切り替えます。 P .25 「機能キーを使用して機能を切り替える」を参照してください。 

機能キーには、よく使用する機能やプログラム、 Web ページを割り当てることもできます。詳 
しくは、 P .25 「機能キーを設定する」を参照してください。 

3. 画面 

各機能の操作をするためのキーが表示されます。また、操作の状態やメッセージを表示します。 
P .28 「ホー厶画面の見かた」、 P .31 「操作画面の見かた」を参照してください。 

4. [リセツト]キー 

設定した内容を取り消します。 

5. [プログラム]キー（コピー機能、ファクス機能、ドキュメントボックス機能、スキャナー機 
能） 

•よく使用する設定をプログラムとして登録したり、呼び出したりします。『便利な機能』 
「よく使用する設定を登録する」を参照してください。 


窗単画面 













































操作部の名称とはたらき 


•電源を入れた直後、オートクリアしたとき、またはリセットしたときの初期画面の状態を 
設定します。『便利な機能』「初期画面に表示される機能を変更する」を参照してくださ 

い 0 

6. [割り込み]キー 

使用中に割り込んで、別の原稿をコピーします。『コピー/ドキュメントボックス』「割り込みコ 
ピー」を参照してください。 

7. 主電源ランプ 

主電源ランプは、主電源スイッチが 「丨 （ On )」 のときに点灯します。 

8. [省エネ] キー 

低電カモードまたはスリープモードの状態になります。もう1度押すと、低電カモードまたは 
スリープモードが解除されます。 P .65 「節電」を参照してください。 

低電カモード時は、[省エネ]キーが点灯します。スリープモード時は、[省エネ]キーがゆっ 
くり明るくなったり暗くなったりします。 

9. [ログイン/ログアウト]キー 

ログインまたはログアウトするときに押します。 

10. [初期設定/カウンター]キー 

• 初期設定 

使用条件に合わせて、初期設定値や操作条件を変更します。『ネットワークの接続/システ 
厶初期設定』「初期設定を変更する」を参照してください。 

• カウンター 

印刷した用紙の合計枚数を表示、印刷します。『保守/仕様』「カウンター」を参照してくだ 
さい 0 

機械の修理やトナーの発注の連絡先も確認できます。連絡先を出力することもできます。『保 
守/仕様』「初期設定から問い合わせ情報を確認する」を参照してください。 

11. [簡単画面] キー 

画面を簡単画面に切り替えます。 P .52 「画面パターンを切り替える」を参照してください。 

12. [#] キー（エンターキー ） 

入力した数値や指定を確定します。 

13. [スタート]キー 

原稿の読み取りや出力紙の印刷や送信を開始します。 

14. [試しコピー]キー 

複数部数を印刷するときに、1部だけ出力し、仕上がりを確認できます。『コピー/ドキュメン 
トボックス』「試しコピー」を参照してください。 

15. [ストップ]キー 

原稿の読み取り、ファクスの送信や出力紙の印刷を中断します。 

16. [クリア]キー 

入力した数値を取り消します。 

17. テンキー 

印刷枚数やファクス番号などの数字を入力します。 



1 .本機の概要 


18. [状態確認]キー 

本機の状態、各機能の状態、実行中ジョブの状態を確認できます。ジョブ履歴や本機の保守情 
報を確認することもできます。 

19. データインランプ（ファクス機能、プリンター機能） 

プリンタードライバーや PC FAX ドライバーからデータが送られてきたときに点滅します。 

20. 通信中ランプ、代行受信ランプ、親展受信ランプ 

• 通信中ランプ 
送信中、受信中に点灯します。 

• 代行受信ランプ 

F コード親展ボックスに受信、または封筒受信以外にファクスのメモリーに受信文書を蓄 
積すると点灯します。 

『ファクス』「代行受信」を参照してください。 

• 親展受信ランプ （ S ) 

F コード親展ボックスに受信したときに点灯します。 

封筒受信したときは点滅します。 

『ファクス』 「 F コード親展ボックスを使用する」、「封筒受信した文書を印刷する」を参照 
してください。 

21. メディアアクセスランプ 

メディアスロットに携帯用の外部メディア （ SD 力ード 、 USB メモリー）を差し込んでいると 
光ります。 

22. メディアスロット 

外部メディアを差し込みます。 

操作部の角度を調整する 

画面が見やすいように、操作部の角度を調整できます。 

1■操作部の両脇を持って、垂直方向の角度を調整します。 
















操作部の名称とはたらき 


〇 補足 ） 

•本体内部の排紙ガイドを開いたときや、本体上トレイを引き出したとき、排紙ガイド 
や本体上トレイが操作部に当たることがあります。そのときは、操作部を水平にして 
ください。 





1 .本機の概要 


外部メディアを取り付ける/取り外す 

〇 重要 ） 

• データ書き込み中には、本体の主電源スイッチを切らないでください。書き込み中の 
データが破損することがあります。データ書き込み中にやむをえず本体の電源が切 
れてしまったときは、お使いのメディア内のデータを確認してください。 

•使用できる外部メディアは USB メモリーと SD カードです。ただし、すべての USB 
メモリーや SD 力ードで動作を保証するものではありません。推奨する外部メディア 
についてはリコーホームページをご覧ください。 

• 外部メディアは、 FAT 16 または FAT 32 ファイルシステムでフォーマツトされたものを 
使用してください。他のファイルシステムには対応していません。 

• 外付けの USB 八ブやカードリーダーなどは使用できません。 

• 本機が外部メディアのデータにアクセスしている間は、外部メディアを抜かないでく 
ださい。外部メディア内のデータが破損することがあります。 

• 本機が外部メディアのデータにアクセスしている間に、外部メディアが抜けたとき 
は、外部メディア内のデータを確認してください。 

•大切な文書やデータは、必ずコピーまたはバックアップしてください。お客様が操作 
をミスしたり本機に異常が生じたりしたときに、文書やデータが消失することがあり 
ます。本機の故障による損害、文書やデータの消失による損害、その他本機の使用に 
より生じた損害について、当社は一切その責任を負えませんのであらかじめご了承く 
ださい。 

幅足 

• 外部メディアを差し込んでもメディアアクセスランプが点灯しないときは、次のよう 
に対処してください。 

• 外部メディアをセットし直してください。 

• 外部メディアが壊れている可能性があります。 SD 力ードのお買い上げ店などに 
相談してください。 


SD カードを取り付ける 


〇 重要 ) 

•使用できる SD カードの容量は 32 GB 以下 （ SD または SDHC ) です 。 SDXC メモリー 
カードには対応していません。 

• SD カード挿入口には、 SD カード以外のものを挿入しないでください。故障の原因に 
なります。 









外部メディアを取り付ける/取り外す 


1.SD カードの向きを確認し、メディアスロツトにカチツと音がするまでまつす 
ぐ差し込みます。 



正しくセツトできると、メディアアクセスランプが点灯します。 

〇 補足 ） 

• SD 力ードのデータを読み込むとき、または SD 力ードにデータを書き込むとき、メ 
ディアアクセスランプが点滅します。 

USB メモリーを取り付ける 


〇 重要 ) 

• USB メモリーの種類によっては、使用できないことがあります。 

• USB メモリーを取り付けるときは、延長ケーブルを使用しないで、メディアスロット 
に直接取り付けてください。 

• 使用する USB メモリーがパスワード設定などのセキュリティー機能を有効にしてい 
るときは、正しく動作しないことがあります。 

• USB メモリー挿入口には 、 USB メモリー以外のものを挿入しないでください。故障 
の原因になります。 

1 .USB メモリーの向きを確認し、メディアスロットの奥に突き当たるまでまっ 
すぐ差し込みます。 



























1 .本機の概要 



正しくセツトできると、メディアアクセスランプが点灯します。 

〇 補足 ） 

• USB メモリーが取り付けられていると、メディアアクセスランプが点灯します。 

SD カードを取り外す 


1. メディアアクセススランプが点滅していないことを確認します。 

2. SD カードを軽く押してから離します。 



3.SD カードをつまんで、ゆっくり引き抜きます。 


USB メモリーを取り外す 
1.USB メモリーをゆっくり引き抜きます。 
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2. 操作画面を使用する 


操作画面の使いかたについて説明します。 


機能を切り替える 


〇 補足 


•次の状態のとき、機能の切り替えはできません。 

• ファクス送信文書を読み取っているとき 
• 直接送信で文書を送信しているとき 

• 「初期設定/カウンター/問い合わせ情報」画面が表示されているとき 
• 割り込み コピーし ているとき 
• オンフックダイヤルを使用しているとき 
• 文書を読み取っているとき 

•工場出荷時の設定では、電源を入れたときにホー厶画面が表示されます。この設定は 
[優先機能設定]で変更できます。『ネットワークの接続/システム初期設定』「システ 
厶初期設定」を参照してください。 

ホーム画面を呼び出す 
1■[ホーム]キーを押します。 



〇 補足 - 


ホー厶画面には、各機能やショートカットのアイコン、または企業ロゴなどが表示さ 
れます。詳しくは、 P .28 「ホー厶画面の見かた」を参照してください。 

各機能を使用するときは、ホー厶画面のアイコンを押して機能を切り替えます。詳し 
くは、 P .24 「ホー厶画面のアイコンを押して機能を切り替える」を参照してくださ 
しヽ〇 























2 . 操作画面を使用する 


ホーム画面のアイコンを押して機能を切り替える 


ホー厶画面に表示されているそれぞれのアイコンを軽く押して、機能を切り替えられま 
す。 

〇 重要 ) 


•画面に強い衝撃や力を加えないでください。破損の原因になります。約 30 N (約 
3 kgf ) が限界です。 （ N はニュートンです。 kgf は重量キログラムです。 Ikgf は約 9.8 N 
です。） 
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〇 補足 ) 

•ホー厶画面の見かたについては、 P.28 「ホー厶画面の見かた」を参照してください。 
•各機能の画面の見かたについては、 P.31 「操作画面の見かた」を参照してくださし、。 





























































































































































機能を切り替える 


機能キーを使用して機能を切り替える 


操作部左側の機能キーを押して、機能を切り替えられます。 
工場出荷時の状態では、次のように切り替わります。 
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ft 補足 


各機能の画面の見かたについては、 P .31 「操作画面の見かた」を参照してください。 


機能キーを設定する 

機能キーに機能やプログラムなどを自由に割り当てることができます。 





















































































































2 . 操作画面を使用する 



1 . 機能キー1 

2. 機能キー2 

3. 機能キー3 

4. 機能キー4 

5. 機能キー5 

機能キーに割り当てられる機能 
•コピー機能 

• ドキュメントボックス機能 
• ファクス機能 
• プリンター機能 
• スキャナー機能 
• ブラウザー機能 

• Embedded Software Architecture ノノ プリケーソヨン 

•ブラウザー機能で[お気に入り]に登録した Web ページ 

•コピー機能、ファクス機能、またはスキャナー機能から登録したプログラム 

1■[初期設定/カウンター]キーを押します。 



[システム初期設定]を押します。 

































機能を切り替える 


3■[基本設定]タブが選択されていることを確認します。 

4■[機能キー割り当て設定]を押します。 

5. [機能キー 1] 〜[機能キー 5] から、機能を割り当てる機能キーを選択しま 
す0 

6■割り当てる機能を選択し、[設定]を押します。 

割り当てた機能を解除するときは、[割り当てない]を選択し、[設定]を押します。 

7■[初期設定/カウンター]キーを押します。 

G 補足 ) 

• 1つの機能キーに複数の機能を割り当てることはできません。 

• 複数の機能キーに同一の機能またはプログラムを割り当てることはできません。 

• Web Image Monitor からも設定できます。詳しくは 、 Web Image Monitor のヘルプを 
参照してください。 

• Web ページを[お気に入り]に登録する方法は、『便利な機能』「よく見る Web ベー 
ジをお気に入りに追加する」を参照してください。 

• プログラムを登録する方法は、『便利な機能』「プログラムに設定を登録する」を参照 
してください。 

システムリセット 

一定時間何も操作しないと、[優先機能設定]で設定した機能の画面に自動的に切り替え 
たり、割り込みコピーを解除したりします。これを「システムリセット」といいます。 

[優先機能設定]の設定方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設 
定」を参照してください。 

システムリセットされるまでの時間を[システムオートリセット時間設定]で設定できま 
す。『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してください。 





2 . 操作画面を使用する 


ホーム画面の見かた 

ホー厶画面には、各機能のアイコンが表示されます。 

ホー厶画面には、いつも使用する機能や Web ページをシヨートカットアイコンとして登 
録できます。ワンタッチで機能を起動できます。 

ホ _ 厶画面を表示するには、操作部の[ホ _ 厶]キーを押します。 

〇 重要 ） 

•画面に強い衝撃や力を加えないでください。破損の原因になります。 約 30 N (約 
3 kgf ) が 限界です。 （N はニュートンです。 kgf は重量キログラムです。 Ikgf は 約 9.8 N 
です。） 


1 2 3 4 5 



9 8 7 


1_ [コピー] @ 

コピーするときに押します。 

コピー機能の使いかたは、『コピー/ドキュメントボックス』を参照してくださし、。 

2. [ファクス] ❿ 

ファクスを送受信するときに押します。 

ファクス機能の使いかたは、『ファクス』を参照してください。 

3. [スキヤナー]© 

原稿を読み取って、データ化するときに押します。 

スキヤナー機能の使いかたは、『スキヤナー』を参照してください。 

4. [プリンター]© 

本機をプリンターとして使用するための設定を変更するときに押します。 
プリンター機能の設定方法は、『プリンター』を参照してください。 















ホーム画面の見かた 


5. お好みの画像 

企業ロゴなど、お好みの画像を表示できます。画像を変更するときは、『便利な機能』「ホー厶 
画面に画像を表示する」を参照してください。 

6 _ ▲、 ▼ 

アイコンの一覧がすべて表示されないときに押すと、ページを切り替えます。 

7. ショート カッ ト 

プログラムや Web ページへのショートカットをホー厶画面に登録できます。ショートカット 
を登録する方法は、『便利な機能』「アイコンをホー厶画面に追加する」を参照してください。 
ショートカツトを登録すると、アイコンの下にプログラム番号が表示されます。 


8. [ブラウザー]® 


Web ページを表示するときに押します。 

ブラウザー機能の使いかたは、『便利な機能』を参照してください。 

9. [ドキュメントボックス]© 

本機に文書を保存したり、保存した文書を印刷したりするときに押します。 

ドキュメントボックス機能の使いかたは、『コピー/ドキュメントボックス』を参照してくださ 
い0 

〇 補足 ） 

• Embedded Software Architecture アプリケーシヨンを本機にインストールしたとき 
は、アプリケーション固有のアイコンが表示されます。 

•アイコンの並び順を変更できます。詳しくは、『便利な機能』「ホー厶画面のアイコン 
を並べ替える」を参照してください。 

•簡単画面では、1ページに8つのアイコンが表示されます。また、アイコンや文字が 
大きく表示され、簡単に操作できます。標準画面では、1ページに12個のアイコン 
が表示されます。画面の切り替えについては、 P .52 「画面パターンを切り替える」 

を参照してください。 

ショートカットの設定例 


シヨー トカツト名 

ショー トカツトの内容 

参照先 

エココピー 

[両面/集約/分割]で[両面集 
約]を設定します。 

用紙やトナーを節約できます。 

設定方法は、『コピー/ドキュメ 
ントボックス』「両面集約」を 
参照してください。 

日付入り丸秘コピー 

[編集/カラー]で[スタンプ印 
字]の[マル秘]と、[日付印 
字]を設定します。 

コピーにマル秘と日付を印字 
することで、セキュリティー意 
識を高められます。 

設定方法は、『コピー/ドキュメ 
ントボックス』「コピーに印字 
する」を参照してください。 










2 . 操作画面を使用する 


シヨー トカット名 

ショートカツトの内容 

参照先 

かんたん PDF スキヤン 

[読み取り条件]で[フルカ 
ラー：文字•写真]を選択しま 
す。[ファイル形式/ファイル 
名]の[ファイル形式]に 
[ PDF ] を選択し、また[ファ 
イル名]に「大阪支社：日報」 
のような業務内容を入力しま 
す0 

文書を効率的にスキャンでき 
ます。 

設定方法は、『スキャナー』「読 
み取り条件を設定する」、「ファ 
イル形式とファイル名を設定 
する」を参照してください。 







操作画面の見かた 


操作画面の見かた 

画面には、操作の状態、メッセージや機能のメニューが表示されます。 

表示されているそれぞれの機能項目は、軽く押すことによって、項目を選んだり指定した 
りできます。 

機能項目が選択、または指定されたとき、のように反転表示されます。機能項目 
が選択、または指定できないときは、 I …_1 のようにうすく表示されます。 

〇 重要 ） 

•画面に強い衝撃や力を加えないでください。破損の原因になります。 約 30 N (約 
3 kgf ) が 限界です。 （N はニュートンです。 kgf は重量キログラムです。 Ikgf は 約 9.8 N 
です。） 

工場出荷時の設定では、電源を入れたときにホー厶画面が表示されます。 

ホー厶画面や各機能の画面で表示される内容はオプションの有無によって異なります。 


コピー機能の画面の見かた 


6 


8 


1. 操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセージが表示されます。 

2. よく使用する倍率 

固定倍率以外でよく使用する倍率を、[変倍率設定]で3つまで登録できます。詳しくは、『コ 
ピー/ドキュメントボックス』「変倍率設定」を参照してください。 

3. [文書蓄積] 

ドキュメントボックスに文書を蓄積します。 

4. 原稿、セット、コピー 

メモリーで読み取った原稿枚数、セットした枚（部）数、コピーした枚（部）数が表示されま 
す0 


3 4 5 
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2 . 操作画面を使用する 


5. [設定確認] 

設定したコピー機能を確認できます。 

6. 登録機能キー 

登録機能の内容が表示されます。[基本コピー設定]の[登録機能：コピー]、[登録機能：ド 
キュメントボックス読み取り]で、よく使用する機能を登録しておくことができます。詳しく 
は、『コピー/ドキュメントボックス』「基本コピー設定」を参照してください。 

7. ソート、スタック、ステープル、パンチ 

ソート、スタック、ステープル、パンチについて選択できる内容が表示されます。[周辺設定] 
の[ステープル種類選択]、[パンチ種類選択]で、よく使用するステープルとパンチの機能を 
登録しておくことができます。詳しくは、『コピー/ドキュメントボックス』「周辺設定」を参照 
してください。 

8. 機能項目 

機能項目の1つを押すと、次の画面が表示されます。たとえば[変倍]を押すと変倍の画面に 
切り替わります。現在選択されている機能のキーには、 d が表示されます。 

9. 原稿と読み取りの設定 

カラー モード、原稿種類、コピー濃度、特殊原稿に ついて 選択できる内容が表示されます。 

ドキュメントボックス機能の画面の見かた 
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1. 操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセ ー ジが表示されます。 

2. 画面タイトル 

現在選択されている画面のタイトルが表示されます。 

3. [ユーザー名]、[文書名]、[月日] 

文書を [ユーザー 名]、[文書名]、[月日]ごとにソートできます。ソートする項目を押してく 
ださい。 







































操作画面の見かた 


4. ページ、セット、印刷 

メモリーで読み取った原稿枚数、出力される枚（部）数、出力した枚（部）数が表示されます。 

5. 操作 キー 

蓄積した文書を操作するときに使用します。 

一覧をすべて表示しきれないときは、 [▲] または [▼] を押して表示を切り替えます。 

6■アイコン 

蓄積した機能とカラーモードが表示されます。 

7. リスト、サムネール 

蓄積文書の表示方法を、リストまたはサ厶ネールに切り替えます。 

ドキュメントボックスの一覧表示では、蓄積した機能とカラーモードによって、次のアイ 
コンが表示されます。 


機能 

アイコン 

コピー 

□ 

ファクス 

m 

プリン ター 

a 


カラーモード 

アイコン 

黒 


赤 

<fo 

黒赤 

〇% 


サム ネール 画面 

サムネール画面では蓄積文書のイメージが縮小されて表示されるため、文書を確認す 
るのに便利です。 

サムネール表示では、カラーモードが黒赤や赤の蓄積文書でもモノクロで表示されま 
す0 


11^1 ドキユメントボックス 




<文書一覧> 

印刷する文書を選択してください。 
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2. 操作画面を使用する 


〇 補足 ） 

• セキュリティー機能の設定によっては、すべての蓄積文書が表示されないことがあり 
ます。 


•スキャナー機能で蓄積した文書の一覧については、 P .42 「蓄積した文書の一覧画面 
の見かた」を参照してください。 

ドキュメントボックス機能のプレビュー画面の見かた 

プレビュー画面とは、読み取った文書の内容を確認できる画面です。 

プレビュー画面を表示するには、ドキュメントボックス初期画面でプレビューする文書を 
選択し、[プレビュー]を押します。 

「プレビュー」画面 
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1. [閉じる] 

プレビュー画面を閉じます。 

2. 表示文書 

文書名が表示されます。 

蓄積文書のプレビュー画面では[表示文書切り替え]が表示されます。複数の文書を選択して 
プレビュー表示したときに表示される文書を切り替えます。 

3. 表示ページ 

表示ページ番号と総ページ数、ページサイズ、カラーモードが表示されます。 

4. [表示ページ切り替え] 

選択した文書の表示ページを変更します。 

5. 表示位置 

画像を拡大したときに、プレビューに表示されている画像の位置を示します。 









































操作画面の見かた 


6. >] [― ] [个][小] 

表示する部分を移動します。 

7. [縮小表示]、[拡大表示] 

文書を縮小または拡大して表示します。 

〇 補足 ） 

• 他機能でプレビューを選択しているときに、プレビュー画面機能が利用できないこと 
があります。 

•画像ファイルが壊れているときは、プレビュー表示されません。画像ファイルが壊れ 
ているときは、蓄積し直してください。 


ファクス機能の画面の見かた 
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1.操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセージが表示されます。 

2■[ファクス]、[インターネットファクス]、[メール]、[フォルダー] 

宛先種別のタブを押して、[ファクス]、[インターネットファクス]、[メール]、[フォルダー] 
を切り替えられます。 

• レァ クス\ (フアクス)を選択しているときは、ファクス番号または IP - ファクス宛先を指定 
できます。 

• 卜_\ (インタ—ネットファクス）を選択しているときは、インターネットファクス宛先 
を指定できます。 

• レ-ル \ (メール）を選択しているときは、メール宛先を指定できます。 

• トルダ-\ (フォルダー）を選択しているときは、フォルダー宛先を指定できます。 

3. 相手先 

入力した相手先を表示します。 








































































2. 操作画面を使用する 


4. [文書蓄積] 

文書をドキュメントボックスに蓄積します。 

蓄積方法については『ファクス』「送信文書を蓄積する」を参照してください。 

5. [送受信確認/印刷] 

通信にかかわるいろいろな情報を知ることができます。 

確認方法については『ファクス』「通信情報を変更/確認する」を参照してください。 

6. [設定確認] 

設定内容を確認できます。 

7. 残メモリー 

メモリー残量が表示されます。 

8. [プレビュー] 

読み取った文書を送信前に確認できます。 

9. [宛先検索] 

アドレス帳に登録した宛先を検索できます。 

検索方法は、『ファクス』「アドレス帳から選択する」を参照してください。 

10. [直接送信] 

直接送信に切り替えます。 

[直接送信]が反転表示していないときは、メモリー送信が選択されています。メモリー送信、 
直接送信の詳細については、『ファクス』「送信の種類」を参照してください。 

11. [切り替え] 

見出しの種類を切り替えられます。 

見出しの種類の切り替え方法は、『ファクス』「見出しの種類を切り替える」を参照してくださ 
い 0 

12. 宛先表一覧 

本機で管理している宛先表の一覧が表示されます。一覧をすべて表示しきれないときは、 [▲] 
または [▼] を押して表示を切り替えます。 グループの 宛先には、 グループを 示す マーク （ Itt ) 
が表示されます。 

13. [拡張送信] 

送信するとき、いろいろな機能を付加できます。 

機能の設定方法については『ファクス』「いろいろな機能を利用して送信する j を参照してくだ 
さい 0 

14. [送信者] 

送信者を設定します。 

15. クイック操作キー 

よく使用する機能をクイック操作キーとして登録しておくと表示されます。工場出荷時は[送 
信結果表示]と[受信結果表示]が登録されています。 

「クイック操作キ_」については『ファクス』「基本設定」を参照してください。 



操作画面の見かた 


16. [常用] 

見出しキーが表示されています。アドレス帳のページ（画面）を切り替えることができます。 

17. 情報表示 

通信中は相手先の名称やファクス番号および原稿サイズが表示されます。 

18. [蓄積文書指定] 

ドキュメントボックスに蓄積した文書を送信または印刷できます。 

19. [ファイル形式] 

ファイル形式を選択できます。 

20. 原稿と読み取りの設定 

読み取り条件や原稿送りを設定できます。 

〇 補足 1 

• 読み取りが終了するごとに電源を入れた直後の状態に戻すかどうかを[ファクス初期 
設定]の[パラメーター設定](スイッチ17ビット 3) で設定できます。工場出荷時 
は[する]に設定されています。『ファクス』「パラメーター設定」を参照してくださ 
い0 

•宛先種別のタブは[導入設定]で以下の設定をすると表示されます。宛先種別の設定 
については『ファクス』「導入設定」を参照してください。 

• トファクス \ (インタ— ネッ トファクス）：[インター ネッ トファクス設定]を[使用す 
る]に設定しているとき 

• (メール）：[メール設定]を[使用する]に設定しているとき 

• トルダ-、 (フォルダー）：[フォルダー設定]を[使用する]に設定しているとき 

•「ジョブ履歴」画面では、ファクス機能を使用して送信した文書の情報は確認できま 
せん。[送受信確認/印刷]で確認してください。 


プリンター機能の画面の見かた 
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2. 操作画面を使用する 


1. メッセージ表示部 

操作の状態やメッセ ー ジが表示されます。 

印刷中はジョブ情報（ユーザー ID および文書名）が表示されます。 

2. 給紙トレイ表示 

現在選択されている給紙トレイが、反転表示されます。 

ただし、[エミュレーション/プログラム]で RPCS や PS 3、 PDF を選択しているときは、反転 
表示されません。 

3. [メディアプリント] 

メディアプリント機能で印刷する画面に切り替えます。 

4. [印刷取消] 

印刷している文書の受信データを消去し、印刷を中止します。 

へキサダンプに設定しているときに押すと、へキサダンプを解除します。 

5. [ジョブ操作] 

印刷中のジョブを一時停止します。ジョブの詳細を確認したり、ジョブを削除したりできます。 

6. [強制排紙] 

印刷されずに本機内に残っているデータを、強制的に印刷して排紙します。 

7. [エミュレーシヨン/プログラム] 

エミュレーション/プログラムを呼び出したり、登録または削除したりする画面に切り替えま 
す。また、印刷の設定を変更することもできます。プログラムを登録したり、印刷の設定を変 
更したりできるのは、 [ GL / GL 2]、[ RTIFF ] を選択したときだけです。 

8. [ジョブ スプール ー覧] 

スプールされたジョブの状態を表示する画面に切り替えます。 

ジョブスプール印刷を有効にすると、反転表示されます。 

9. [エラー履歴] 

パソコンから指定した通常印刷や、試し印刷/機密印刷/保留文書印刷/保存文書印刷などでェ 
ラーが発生したとき、履歴を表示する画面に切り替えます。 

10. [文書印刷] 

バソコンから指定した通常印刷や、試し印刷文書/機密印刷文書/保留印刷文書/保存文書を印刷 
する画面に切り替えます。 

スキャナー機能の画面の見かた 

メール送信画面の見かた 

メ ール送信するときの画面の構成を説明します。 



操作画面の見かた 



1. [登録番号] 

送信先を5桁の登録番号で指定するときに押します。 

2. 操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセージが表示されます。 

3. メール/フォルダー 

メール送信画面とフォルダー送信画面を切り替えるときに押します。 

• (メール）を選択しているときは、メール宛先を指定できます。 

• ■ォルダ-(フォルダー)を選択しているときは、フォルダー宛先を指定できます。 

また、同じ文書をメール送信とフォルダー送信の両方の宛先へ、同時に送るときに切り替えま 
す 。 

4. メール送信アイコン 

メール送信画面であることを示すアイコンです。 

5. [直接入力] 

アドレス帳に登録されていない送信先を指定するときは、ここを押して表示されたソフトキー 
ボードからメールアドレスを入力します。 

6. [宛先履歴] 

[直接入力]で指定した宛先を選択できます。宛先履歴が複数あるときは、 [▲] または [▼] を 
押すと、宛先が順に表示されます。 

7. [配信宛先表] 

配信画面に表示を切り替えるときに押します。配信機能を使用していないときは表示されませ 
ん〇 

8. [設定確認] 

設定内容を確認できます。 


























































2. 操作画面を使用する 


9. 送信先表示欄 

指定した送信先が表示されます。送信先が複数指定されているときは、 [▲] または [▼] を押 
すと、選択した送信先が順に表示されます。 

10. 宛先表一覧 

本機で管理している宛先表の一覧が表示されます。一覧をすべて表示しきれないときは、 [▲] 
または [▼] を押して表示を切り替えます。 

グループの 宛先には、 グループを 示す マーク （ Itt ) が表示されます。 

暗号化してメール送信できる宛先には、暗号化できることを示すマーク （ fl または fli ) が表 
/ j \ されます。 

11■[本文]、[件名]、[セキュリティー]、[送信者]、[受信確認] 

送信する文書の本文、件名、セキュリティー（暗号化•署名）、送信者名、メールの受信確認を 
設定します。 

12. [蓄積文書指定] 

ドキュメントボックスに蓄積した文書を送信できます。 

13. [ファイル形式/ファイル名] 

ファイル形式やファイル名を指定できます。 

14. 原稿と読み取りの設定 

読み取り条件 • 原稿送りを設定できます。 


フォルダー送信画面の見かた 

フォルダー送信画面の構成を説明します。 



1. [登録番号] 

送信先を5桁の登録番号で指定するときに押します。 



















































操作画面の見かた 


2. 操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセ ー ジが表示されます。 

3. メール/フォルダー 

メール送信画面とフォルダー送信画面を切り替えるときに押します。 

• レ-ル \ (メール）を選択しているときは、メール宛先を指定できます。 

• トルダ-\ (フォルダー）を選択しているときは、フォルダー宛先を指定できます。 

また、同じ文書をフォルダー送信とメール送信の両方の宛先へ、同時に送るときに切り替えま 
す。 

4. フォルダー送信アイコン 

フォルダー送信画面であることを示すアイコンです。 

5. [直接入力] 

アドレス帳に登録されていない送信先を指定するときは、ここを押して表示されたソフトキー 
ボードからフォルダー送信先を入力します。 

6. [宛先履歴] 

[直接入力]で指定した宛先を選択できます。宛先履歴が複数あるときは、 [▲] または [▼] を 
押すと、宛先が順に表示されます。 

7. [配信宛先表] 

配信画面に表示を切り替えるときに押します。配信機能を使用していないときは表示されませ 
ん〇 

8. [設定確認] 

設定内容を確認できます。 

9. 送信先表示欄 

指定した送信先が表示されます。送信先を複数指定しているときは、 [▲] または [▼] を押す 
と、選択した送信先が順に表示されます。 

10. 宛先表一覧 

本機で管理している宛先表の一覧が表示されます。 

一覧をすべて表示しきれないときは、 [▲] または [▼] を押して表示を切り替えます。 
グループの送信先には、グループを示すマーク （ Itt ) が表示されます。 

11■[本文]、[件名]、[セキュリティー]、[送信者]、[受信確認] 

送信する文書の本文、件名、メールのセキュリティー（暗号化•署名）、送信者名、メールの受 
信確認を設定します。フォルダー送信とメール送信を同時に行うとき、メール送信の宛先だけ 
に設定できます。メール送信については、『スキヤナー』「読み取った文書を パソコンへ 送信す 
る」を参照してください。 

12. [蓄積文書指定] 

ドキュメントボックスに蓄積した文書を送信できます。 

13. [ファイル形式/ファイル名] 

ファイル形式やファイル名を指定できます。 

14. 原稿と読み取りの設定 

読み取り条件 • 原稿送りを設定できます。 







2. 操作画面を使用する 


蓄積した文書の一覧画面の見かた 

蓄積した文書の一覧画面の構成を説明します。 

蓄積文書の一覧画面は、初期画面で[蓄積文書指定]を押すと表示されます。 
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1. [蓄積文書送信] 

蓄積されている文書を配信またはフォルダー送信、メール送信するときに押します。 

2. [蓄積文書管理/消去] 

蓄積した文書を消去したり、文書情報を変更したりするときに押します。 

3. 並べ替え用キー 

選択した項目で文書を並べ替えます。同じ項目をもう一度押すと、昇順と降順が切り替わりま 
す。配信順は常に昇順です。 

4. [詳細] 

選択した文書の詳細情報が表示されます。 

5. [プレビュー] 

選択した文書のプレビューが表示されます。『スキャナー』「一覧画面から蓄積文書を確認する」 
を参照してください。 

6. 蓄積文書の一覧 

蓄積されている文書の一覧が表示されます。 

目的の文書が表示されていないときは、 [▲] または [▼] を押して表示を切り替えます。 
パスワードが設定されている文書には、ユーザー名の左横にカギマーク （1) が表示されます。 

7. 文書検索用キー 

ユーザー名または文書名で目的の文書を検索する画面と、すべての文書が表示される画面とを 
切り替えます。 

8. リスト/サム ネール 

蓄積文書の一覧をリスト表示とサムネール表示に切り替えます。 

〇 補足 ） 

• セキュリティーの設定によっては、表示される文書が制限されることがあります。 


























































操作画面の見かた 


•スキヤナー以外の機能から蓄積した文書は、ここでは表示されません。[ドキユメン 
トボックス]キーを押して表示させます。 


配信画面の見かた 

ネットワーク配信の機能を使用するときの画面の構成について説明します。 



1. [登録番号] 

配信先を5桁の登録番号で指定するときに押します。 

2. 配信 サーバー 

ネットワーク配信の機能を使用しているときに反転表示されます。 

3. ネットワーク配信アイコン 

ネットワーク配信画面であることを示すアイコンです。 

4. [直接入力] 

配信サーバーの「あて先表」に登録されていない配信先に、配信サーバーを利用してメールを 
送信するときは、ここを押して表示されたソフトキーボードからメールアドレスを入力します。 
配信サーバーからのメール送信については 、 Ridoc Document Router の説明書を参照してくだ 
さし、0 

5. [配信宛先表] 

メール送信画面またはフォルダー送信画面に表示を切り替えるときに押します。 

6. [設定確認] 

設定内容を確認できます。 

7. 配信先表示欄 

指定した配信先が表示されます。配信先が複数指定されているときは、 [▲] または [▼] を押 
すと、選択した配信先が順に表示されます。 


















































2. 操作画面を使用する 


8. 配信宛先表一覧 

配信サーバーで管理している「あて先表」の一覧が表示されます。一覧をすべて表示しきれな 
いときは、 [▲] または [▼] を押して表示を切り替えます。グループの配信先には、グループ 
を示すマークが表示されます。 

9. [件名]、[送信者]、[受信確認] 

送信する文書の件名、送信者名、メールの受信確認を設定します。 

〇 補足 ） 

• Ridoc Document Router の販売は終了しています。 


「設定確認」画面の見かた 

「設定確認」画面とは、原稿読み取りの設定と送信の設定を確認できる画面です。 
[設定確認]を押すと、スキャナー初期画面から「設定確認」画面に切り替わります。 



「設定確認」画面 
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1.送信機能アイコン 

設定した送信機能のアイコンが表示されます。 














































































操作画面の見かた 


グループの 宛先には、 グループを 示す マーク （蠢 U ) が表示されます。 

暗号化してメール送信できる宛先には、暗号化できることを示すマーク （©) が表示されます。 

2. 送信者と送信先 

指定した送信者、送信先、または配信先が表示されます。 

3. 送信設定 

送信者や件名などの送信時の設定が表示されます。 

セキュリティー（暗号化•署名）の設定も確認できます。 

4. 文書蓄積設定 

蓄積のしかたが表示されます。 

5. [グループ宛先展開] 

グループに含まれる宛先を一覧表示できます。 

6. 原稿設定 

読み取り条件や原稿送りなどの読み取り時の設定が表示されます。 

スキヤナー機能のプレビュー画面の見かた 

「プレビュー」画面とは、読み取った文書の内容を確認する画面です。 

ここでは、メール送信、フォルダー送信、配信時前に確認する「プレビュー」画面につい 
て説明します。 

読み取り前に[プレビュー]を押し、反転されている状態で読み取りを開始すると、「プ 
レビュー」画面が表示されます。 

読み取り内容を確認したあとで送信、または送信を中止できます。 

「プレビュー」画面 



1. [送信中止] 

プレビュー画面を閉じて送信を中止します。 



































2. 操作画面を使用する 


2. [送信] 

プレビュー画面を閉じて送信します。 

3. 表示文書 

文書名、ファイルサイズが表示されます。 

4. 表示ぺージ 

表示ページ番号と総ページ数、ページサイズ、カラーモードが表示されます。 

5. [表示ページ切り替え] 

選択した文書の表示ページを変更します。 

6. 表示位置 

画像を拡大したときに、文書の表示している位置が表示されます。 

7. W [分][个][小] 

表示させる部分を移動できます。 

8. [縮小表示]、[拡大表示] 

文書を縮小または拡大して表示できます。 

〇 補足 ） 

• [本体に蓄積]を選択して読み取るときは、プレビュー画面は使用できません。蓄積 
した文書の内容を確認するときは、蓄積文書の一覧画面からプレビュー画面を表示し 
てください。蓄積文書のプレビュー表示については『スキャナー』「一覧画面から蓄 
積文書を確認する」を参照してください。 

• ファイル形式で高圧縮 PDF を選択したときは、プレビュー画面機能は使用できませ 
ん〇 


•画像ファイルの破損などの理由で、プレビューが表示されないことがあります。その 
ときは再度読み取つてください。 

「送信結果表示/送信中止」画面の見かた 

「送信結果表示/送信中止」画面の表示方法や、表示される項目について説明します。 

「送信結果表示/送信中止」画面とは、メール送信、フォルダー送信、配信の結果を確認で 
きる画面です。 

[送信結果/中止]を押すと、「送信結果表示/送信中止」画面が表示されます。 





操作画面の見かた 



送信結果は一度に9件まで表示されます。 [▲] または [▼] を押すと表示が切り替わりま 
す。 

「送信結果表示/送信中止」画面 

1 2 3 4 5 6 
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1. 送信日時 

本機からの送信指示を受け付けた日時、または完了、不達、中止が確定した日時が表示されま 
す。 

2. 送信機能アイコン 

使用した送信機能のアイコンが表示されます。 

暗号化してメールを送信すると、暗号化されたメール送信であることを示すマーク® 3) が表 
/J\ されます 〇 

3. 宛先 

送信した宛先が表示されます。 

複数の送信先を選択したときは、1件目に選択した送信先が表示されます。 

メール送信や配信で複数の送信者を選択したときは、1件目に選択した送信先だけが表示され、 
残りの送信先は「他 XX 件」と表示されます。 

4. 送信者 

送信者名が表示されます。 





























































2. 操作画面を使用する 


5. 文書名 

蓄積と同時に送信したときと、蓄積されている文書を送信したときは、蓄積文書名が表示され 
ます。 

6. 状態 

「完了」、「送信中」、「待機中」、「不達」、「中止」のいずれかの送信状態が表示されます。 

7. [送信 中止] 

状態が「待機中」の文書を選択して[送信中止]を押すと、送信を中止できます。 

8. [リスト印刷] 

送信結果が印刷されます。 

9■卜]/ [▼] 

画面を切り替えるときに押します。 

〇 補足 1 

• 「ジョブ履歴」画面では、スキャナー機能を使用した送信結果は確認できません。送 
信結果の確認は、[送信結果/中止]を押して表示される「送信結果表示/送信中止」画 
面で確認できます。 

•セキュリティーの設定によっては、すべての送信結果が表示されないことがありま 
す0 


ブラウザー機能の画面の見かた 


〇 重要 ) 

• Web ブラウザーとサーバー間の通信は盗聴されたり、改ざんされたりすることがあり 
ます。個人情報などの重要な情報を入力するときは、 SSL を有効にし、本機とサー 
バー間の通信を暗号化してください。通信が暗号化されているときは、 URL が 
「 https 」 から始まり、また、 URL バーの色が変わります。 SSL の設定方法については、 
『セキュリティーガイド』を參照してください。 

• Web サイトが正当かどうかを確認するには、サーバー証明書に記載されている URL 
と画面の上部に表示されている URL が一致することを確認してください。サーバー 
証明書を表示する方法については、『便利な機能』「サーバー証明書を表示する」を参 
照してください。 







操作画面の見かた 
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1. [戻る] 

直前に表示した Web ページを表示します。 

2 . [進む] 

[戻る]を押す前に表示していた Web ページを再び表示します。 

3. アドレ スバー 

表示している Web ページの URL が表示されます。 

4. [入力] 

URL アドレスを入力して、 Web ページを表示するときに押します。 

5. テキストボックス 

画面にキーボードを表示し、文字を入力できます。 

6. [更新] 

表示しているページを最新の状態に更新します。 

7. [中止] 

ぺージの読み込みを中止します。 

8 . _ 

ブラウザーの設定や Web ページの表示設定を変更するときに押します。詳しくは、『便利な機 
能』 「Web ページの表示設定を変更する」、「ブラウザー機能の設定を確認する」を参照してく 
ださい。 

9. スクロール バー 

画面をスクロールします。現在表示されている範囲以外を表示させるときに使用します。 

10. [印刷画面へ] 

表示中のページを印刷できます。詳しくは、『便利な機能』「操作画面に表示した Web ページを 
印刷する」を参照してください。 

11. [お気に入り] 

よく見る Web ページをお気に入りに追加し、簡単に呼び出すことができます。詳しくは、『便 
利な機能』「よく見る Web ページをお気に入りに追加する」を参照してください。 


























2 . 操作画面を使用する 


「インフォメーション」画面の見かた 

エコ意識を高めるために、用紙の節約状況を画面に表示できます。 

認証機能を設定しているときは、ログインしたときに表示されます。認証機能を設定して 
いないときは、低電カモードまたはスリープモードから復帰したとき、またはシステムリ 
セットが実行されたときに表示されます。認証機能の設定にかかわらず、電源を入れたと 
きにも表示されます。 
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1. メ ッセージ 

管理者からのメッセージが表示されます。 

2. 総 印刷ページ数 

集計期間内に出力した総ページ数と、前回の集計期間内に出力した総ページ数が表示されます。 

3. eco 指数 

• 用紙削減率： 

両面印刷、または集約印刷を利用して削減できた用紙の割合を表示します。 

削減するほど、画面の紙の量が減り、芽が成長します。削減率が76%以上になると花が咲 
きます。 

• 両面利用率： 

出力した総ページ数のうち、両面機能を使用した割合を表示します。 

利用率が上がるほど、葉が増えます。 

• 集約利用率： 

出力した総べージ数のうち、集約機能を使用した割合を表示します。 

利用率が上がるほど、葉が増えます。 

4 . 集計期間 

現在の集計期間と前回の集計期間が表示されます。 

5■[閉じる] 

「インフォメーション」画面を閉じて、操作に戻ります。 









































操作画面の見かた 


〇 補足 ） 

• 本機の設定によっては「インフォメーション」画面は表示されません。詳しくは、『セ 
キュリティーガイド』を参照してください。 

• 利用状況を Web Image Monitor から確認することもできます。確認方法は Web 
Image Monitor のヘルプを参照してください。 

• システム初期設定の 「eco 指数カウンター集計期間/管理者メッセージ設定」で、「集 
計期間」、「メッセージ」、「利用状況表示の有効/無効」、「個人認証時の表示タイミン 
グ」を確認できます。また、設定は管理者だけが変更できます。詳しくは、『セキュ 
リティーガイド』を参照してください。 





2 . 操作画面を使用する 


画面パターンを切り替える 

簡単画面への切り替え方法や、表示されるキーについて説明します。 

[簡単画面]キーを押すと、各機能の初期画面から簡単画面に切り替わります。 
簡単画面とは、主な機能だけを表示した画面です。 

文字サイズとキーサイズが拡大され、より簡単に操作することができます。 

1■[簡単画面]キーを押します。 



画面はコピー機能で簡単画面を表示させたときのものです。 



等倍||用紙指定変倍 I 


100 % 


片面—両：左右 片面—2枚ごと 


原稿セツト方向 


jg® 10®! 


# 吸. 


帽 


i . [キー色反転] 

画面のコントラストを強めたいときに押します。 

各機能の初期画面には適用されません。 

〇 補足 ） 

•各機能の初期画面に切り替えたいときは、再度[簡単画面]キーを押してくださし、。 
• 簡単画面では表示されないキーがあります。 
















































表示言語を切り替える 


表示言語を切り替える 

画面に表示する言語として日本語または英語を選択します。工場出荷時の設定は日本語 
です。日本語から英語に切り替える例を示します。 

1■[初期設定/カウンター]キーを押します。 



2. [ English ] を押します。 

3■[初期設定/カウンター]キーを押します。 

〇 補足 ) 

•日本語表示に切り替えるときは、手順2で[日本語]を押します。 














2 . 操作画面を使用する 



3. 本機にログインする 

本機にログインする方法について説明します。 


ログイン画面が表示されたとき 

ベーシック認証、 Windows 認証、 LDAP 認証、統合サーバー認証が設定されているとき 
は、画面に認証画面が表示されます。個人ごとに設定されたログインユーザー名とログイ 
ンパスワードを入力しないと、本機を操作できません。またユーザーコード認証が設定さ 
れているときは、ユーザーコードを入力しないと、本機を操作できません。 

本機を操作できる状態になることをログインといいます。また、操作できる状態を解除す 
ることをログアウトといいます。ログインして操作したあとは、他の利用者が不正に使用 
できないよう必ずログアウトしてください。 

〇 重要 ） 

• ログインユーザー名、ログインパスワード、ユーザーコードは、ユーザー管理者に確 
認してください。ユーザー認証についての詳細は、『セキュリティーガイド』を参照 
してください。 

• ユーザーコード認証のときに、ユーザーコードとして入力するのはアドレス帳に 
「ユーザーコード」として登録されている数字です。 


操作部からのユーザーコード認証のしかた 

操作部からのユーザーコード認証のしかたについて説明します。 

ユーザーコード認証を設定しているときは、ユーザーコードの入力を求める画面が表示さ 
れます。 

1■ユーザーコード （1 桁から8桁の任意の数字）を入力して、[実行]を押しま 
す0 


Q 下記の機能を使用する場合は、ユーザー 
コードをテンキーで入力し、[実行]キーを 
押してください。 

コピー- 


厂 実行 I 


〇 補足 ） 

• ログアウトするには、ジョブが終了したあとに[省エネ]キーを押します。 















3. 本機にログインする 


ドライバーからのユーザーコード認証のしかた 

ユーザーコード認証が設定されているときは、各ドライバーのプロパティ画面でユーザー 
コードを設定します。 

各ドライバーの操作については、各ドライバーのヘルプを参照してください。 

〇 補足 ） 

• ユーザーコード認証のときは、ログアウトする必要はありません。 

操作部からのログインのしかた 

ベーシック認証、 Windows 認証、 LDAP 認証、統合サーバー認証のいずれかが設定されて 
いるときにログインします。 

1. [ログイン]を押します。 


A [□グイン] キーを 押して□クイン ユーザー 
名と□グインパスワードを入力してくださ 
い0 


□グイン 


2■ログインユーザー名を入力して、 [0 K ] を押します。 

3■ログインパスワードを入力して、 [0 K ] を押します。 

認証に成功したときは各機能の画面が表示されます。 

〇 補足 ） 

•認証に失敗したときは、「認証に失敗しました。」と表示されます。ログインユーザー 
名またはログインパスワードを確認してください。 

•ユ _ ザ _ コード認証が設定されているときは異なる画面が表示されます。 P .55 「操作 
部からの ユーザーコー ド認証のしかた」を参照してください。 

操作部からのログアウトのしかた 

ベーシック認証、 Windows 認証、 LDAP 認証、統合サーバー認証のいずれかが設定されて 
いるときにログアウトします。 

〇 重要 ） 

• ログインして操作したあとは、他の利用者が不正に使用できないよう必ずログアウト 
してください。 

















ログイン画面が表示されたとき 


1■[ログイン/ログアウト]キーを押します。 


2. [ログアウトする]を押します。 


ドライバーからのログインのしかた 

本機に設定されているログインユーザー名とログインパスワードを入力してください。 
初回だけ入力が必要です。 

ここでは Windows 7を例に手順を説明します。 

プリンタードライバーからログインする 

1■プリンタープロパティを開き、[応用設定]タブをクリックします。 

2■[ユーザー認証]にチェックを付けます。 

3■パスワードを暗号化して送信するときは、[ドライバー暗号鍵]をクリックし 
ます。 

パスワードを暗号化しないときは、手順5に進みます。 

4■「ドライバー暗号鍵」と「ドライバー暗号鍵の確認用入力」に、本体で設定さ 
れた暗号鍵を入力します。 

5. [ OK ] を2回クリックしてプロパティを閉じます。 

6. [デバイスとプリンター]ウィンドウから印刷設定の設定画面を開きます。 

• Windows Vista、Windows Server 2008 :[プリンタ]ウインドウから印刷設定の設 
定画面を開きます。 

• Windows XP、Windows Server 2003/2003 R 2 :[プリンタと FAX ] ウインドウから 
印刷設定の設定画面を開きます。 

7. [項目別設定]タブをクリックします。 

8■「メニュー項目」の[印刷方法/認証]をクリックします。 













3. 本機にログインする 


9. [認証]をクリックします。 

10■「ログインパスワード」と「ログインパスワードの確認用入力」に、本体や 
サーバーで設定したユーザー認証用のログインユーザー名とログインパス 
ワードを入力します。 

必ず本体または サーバー で登録したものと同じ ログインユーザー 名と ログイン パス 
ワードを入力してください。 

本体や サーバー で設定したログイン ユーザー 名とログインパ スワー ドを正しく入力 
しないと、印刷できません。 

11.[ OK ] を2回クリックし、プリンタードライバーの設定画面を閉じます。 
齡足 

•アプリケーションによっては、本手順で設定した初期値が反映されないことがありま 
す。 

• ドライバーからログインしたときは、ログアウトする必要はありません。 

PC FAX ドライバーからログインする 

1. PC - FAX ドライバーのプロパティを開き、[応用設定]タブをクリックします。 
2■[—般ユーザー認証]にチェックを付けます。 

3■パスワードを暗号化して送信するときは、[ドライバー暗号鍵]に本体で設定 
された[ドライバー暗号鍵]を入力します。 

4. [ OK ] をクリックしてプロパティを閉じます。 

5. 送信する文書をアプリケーションで開きます。 

6. 印刷先のプリンターとして PC FAX を選択し、印刷の指示を出します。 

[PC FAX ] ダイアログが表示されます。 

7■[ユーザー設定]をクリックします。 

8. 本体やサーバーで設定したユーザー認証用のログインユーザー名とログイン 
パスワードを入力します。 

本体やサーバーで設定した ロ グインユーザー名と ロ グインパスワードが正しく入力 
されないと、送信/印刷されません。 

9. [ OK ] をクリックし、[ユーザー設定]ダイアログを閉じます。 


Web Imaae Monitor からのログインのしかた 


ユーザー認証が設定されているときに Web Image Monitor からログインします。 





ログイン画面が表示されたとき 


1 ■ Web ブラウザーを起動します。 

2. Web ブラウザーのアドレスバーに 「 http :// (本機の IP アドレス、またはホス 
卜名）/」と入力し、本機にアクセスします。 

3. [ログイン]をクリックします。 

4. ログインユーザー名にログインユーザー名を、ログインパスワードにログイ 
ンパスワードを入力して、[ログイン]をクリックします。 

使用するブラウザーの設定により、ログイン名、パスワードがブラウザーに保存され 
ることがあります。保存されないようにするには、ブラウザーの設定を変更してくだ 
さい0 

足 

•ユーザーコード認証のときは、ログインユーザー名にユーザーコードを入力して、[口 
グイン]をクリックします。 

• 使用している Web ブラウザーにより操作は異なります。 


Web Imaae Monitor からのログアウトのしかた 


ユーザー認証が設定されているときに Web Image Monitor からログアウトします。 

1. [ログアウト]をクリックします。 

〇 補足 ) 

• ログアウト後は、 Web ブラウザーのキャッシュを削除してください。 

ロックアウト機能 

本機にはロックアウト機能が設定されています。 

ログイン時に管理者が設定した回数以上にパスワードを連続して間違えて入力すると、 
ロックアウト機能が働き、そのユーザー名でのログインが禁止されます。 

ロックアウトされたユーザーは、正しいパスワードを入力しても認証に失敗し、本機を利 
用できなくなります。 

ロックアウトされたときは、解除が必要です。詳しくは、『セキュリティーガイド』を参 
照してください。 

ログインパスワードを変更する 


ログインパスワードに登録できる文字は、アルファベット、数字、記号です。 
登録できる文字数は、半角で最大128文字です。 







3. 本機にログインする 


アルファベットは、大文字、小文字を区別して正しく登録してください。 

〇 重要 ） 

•パスワードは、第三者に教えないでください。またパスワードを紙に書いて人目につ 
くところに貼らないでください。 

•パスワードは、定期的に変更してください。 

• 推測されにくいパスワードにしてください。 

パ スワードポリシーについて 

本機にはノ \°スワードポリシーが設定されています。 

パスワードの複雑度と使用できる最小文字数が設定されていますので、条件を満たす 
パスワードだけが設定できます。条件については、『セキュリティーガイド』を參照 
してください。 

パスワードで使用する文字は、以下の文字から選ぶことをお勧めします。 

• 英大文字： [ A - Z ] (26 文字） 

• 英小文字： [ a - z ] (26 文字） 

• 数字： [0-9](10 文字） 

•記号：（スペース）！"#$%&， （）* + ,-■/:;< = > ?@ [ (バックスラッシュ）] 
へ —' { | } 〜 （33 文字） 

機器の操作部や PC のキーボードですベてのコード列パターンを入力できるわけでは 
ありません。 


操作部からログインパスワードを変更する 
1■[初期設定/カウンター]キーを押します。 



2. [ログイン]を2回押します。 

3■ログインユーザー名を入力して、 [ OK ] を押します。 
4■ログインパスワードを入力して、 [ OK ] を押します。 
5■[アドレス帳管理]を押します。 














ログイン画面が表示されたとき 


6. ユーザーを 選択します。 

7. [認証情報]を押します。 

8■「ログインパスワード」の[変更]を押します。 

9■ログインパスワードを入力し、 [ ok ] を押します。 

10■ログインパスワードを再入力し、 [ ok ] を押します。 

11. [設定]を押します。 

12■[初期設定/カウンター]キーを押します。 

Web Image Monitor からパスワードを変更する 
1 ■ Web ブラウザーを起動します。 

2. Web ブラウザーのアドレスバーに 「 http :// (本機の IP アドレス、またはホス 
卜名）/」と入力し、本機にアクセスします。 

3. [ログイン]をクリックします。 

4■ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、[ログイン]をクリック 
します。 

5■[機器の管理]をポイントし、[アドレス帳]をクリックします。 

6. ユーザーを選択します。 

7. [変更]をクリックします。 

8■「認証管理」の[ユーザー認証]にチェックを付けます。 

9. [次へ]をクリックします。 

10■「ログインパスワード変更」の[する]にチェックを付けます。 

11■新しいパスワードと確認用のパスワードを入力します。 

12. [次へ]をクリックします。 

13. [確定]をクリックします。 

14. [ログアウト]をクリックします。 

プリンタードライバーのログインパスワードを変更する 

1. [デバイスとプリンター]ウインドウから印刷設定の設定画面を開きます。 

• Windows Vista、Windows Server 2008 :[プリンタ]ウインドウから印刷設定の設 
定画面を開きます。 



3. 本機にログインする 


• Windows XP、Windows Server 2003/2003 R 2 :[プリンタと FAX ] ウインドウから 
印刷設定の設定画面を開きます。 

2■[項目別設定]タブをクリックします。 

3■「メニュー項目」の[印刷方法/認証]をクリックします。 

4. [認証]をクリックします。 

5■「ログインパスワード」と「ログインパスワードの確認用入力」に、本体や 
サーバーで設定したユーザー認証用のログインパスワードを入力します。 

必ず本体またはサーバーで登録したものと同じログインパスワードを入力してくだ 
さい0 

本体やサーバーで設定したログインパスワードを正しく入力しないと、印刷できませ 
ん〇 

6. [OK] を2回クリックし、プリンタードライバーの設定画面を閉じます。 

PC-FAX ドライバーのログインパスワードを変更する 
1■送信する文書をアプリケーションで開きます。 

2. 印刷先のプリンターとして PC FAX を選択し、印刷の指示を出します。 

[PC FAX ] ダイアログが表示されます。 

3■[ユーザー設定]をクリックします。 

4. 本体やサーバーで設定したユーザー認証用のログインパスワードを入力しま 
す0 

本体やサーバーで設定したログインパスワードを正しく入力しないと、印刷できませ 
ん〇 

5. [OK] をクリックし、[ユーザー設定]ダイアログを閉じます。 



4 .電源の入れかた、切りかた 

本機の電源の入れかた、切りかたについて説明します。 


主電源スイッチ 

本機の左側には主電源スイッチがあります 。 「G ( Standby )」 にすると操作部右側にある 
主電源ランプが消灯し、電源が切れます。ただし、結露防止ヒータースイッチまたは除湿 
匕一夕ースイッチを「〇 n 」 にしているときは、主電源スイッチを「0 ( Standby )」 にし 
た状態でも、これらのヒーターには電源が供給されています。ファクスユニットを装着し 
ているときは、主電源を 「G ( Standby )」 にするとファクスのメモリーに蓄積されている 
内容が消去されることがありますので、通常は手を触れないでください。 

〇 補足 ） 

•本機は電源「丨 （ On )」 の状態で一定時間使用しないと、自動的に低電カモードまた 
はスリープモードの状態になる機能を搭載しています。詳しくは、 P .65 「節電」を 
参照してください。 


主電源の入れかた 


〇 重要 ） 

•主電源スイッチを「丨 （ On )」 にした直後に「〇 ( Standby )」 にしないでください。 
八ードディスクやメモリーが破損したり、故障の原因になることがあります。 

1■電源プラグが確実にコンセントに差し込まれているか確認します。 

2■本体の前面左側にある主電源スイッチのカバーを開け、主電源スイッチを 「I 
( On )」 にします 0 

操作部の主電源ランプが点灯します。 

















4 .電源の入れかた、切りかた 


〇 補足 ） 

•主電源スイッチを「丨 （ On )」 にしたあとに、自動再起動の処理中の画面が表示され 
ることがあります。機械内部で自動処理をするので、その間、主電源スイッチを触ら 
ないでください。再起動できるまでには約3分間かかります。 

主電源の切りかた 

注意 



• 電源プラグを抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。 
電源コードを引っぱらないでください。コードが傷つき、火災や感電 
の原因になります。 


〇 重要 j 

•主電源スイッチを「〇 ( Standby )」 にした直後に「丨 （ On )」 にしないでください。 
「Turn main Power Switch offj が表示されたときは、主電源スイッチを「〇 (Stand 
by )」 にして、主電源ランプが消灯するまでお待ちください。主電源ランプが消灯し 
たあと、10秒以上待ってから 「I ( On )」 にしてください。 

•主電源スイッチを「〇 ( Standby )」 にし、主電源ランプが消灯してから、電源プラグ 
を抜いてください。 

•動作中に電源を切らないでください。電源を切るときは、動作が終了していることを 
確認してください。 

1■本体の前面左側にある主電源スイッチのカバーを開け、主電源スイッチを「〇 
(Standby)」 にします。 

主電源ランプが消灯します。 

〇 補足 ） 

• ファクス機能を使用しているときに主電源スイッチを「0 ( Standby )」 にすると、送 
信待機中の文書や印刷待機中の文書が消去されることがあります。また、相手先から 
ファクスを受信中のときは、その通信は正常に終了しません。やむをえず主電源ス 
イッチを 「G ( Standby )」 にしたり、電源プラグを抜くときは、ファクス機能の画面 
でメモリー残量の表示が100%であることを確認してください。主電源スイッチを 
「〇 ( Standby )」 にしたり、電源プラグを抜いて約1時間経過すると、ファクスのメ 
モリーに蓄積されている文書が消去されます。消去された文書があると、再び主電源 
を入れたとき自動的に「電源断レポート」が印刷されます。このレポートで消去され 
た文書の一覧を確認できます。詳しくは、『こまったときには』「電源を切る/切れた 
とき」を参照してください。 










節電 


節電 

本機は節電のために、以下のような省エネ機能を持っています。 

低電カモード 

一定時間何も操作しないと、操作部の表示が消えて低電カモードに入ります。低電力 
モード時は通常の待機時より節電できます。 

低電カモードに入る時間を[低電カモード移行時間設定]で設定できます。また、低 
電カモードのレベルを[低電カモードレべル設定]で設定できます。設定について詳 
しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してく 
ださい。 

[省エネ]キーを押したときに低電カモードに入るよう、設定を変更できます。詳し 
くは『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してくだ 
さい0 

低電カモードから復帰するには、次のいずれかの操作をしてください。 

• 自動原稿送り装置 ( ADF ) または原稿カバーを上げる 
• 自動原稿送り装置 ( ADF ) に原稿をセットする 
• 手差しトレイに用紙をセットする 
• 給紙トレイを引き出す 

• 操作部の画面に触れたり操作部のキーを押したりする 

スリープモード 

一定時間何も操作しなかったときや[省エネ]キーを押したとき、低電カモードより 
も消費電力の少ないスリープモードに入ります。 

スリ _ プモード時は[省エネ]キ _ と[状態確認]キ _ 以外のキ _ の入力を受け付け 
ません。パソコンからの印刷やファクスの受信はできます。 

スリープモードに入るまでの時間を[スリープモード移行時間設定]で設定できま 
す。設定に ついて 詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期 
設定」を参照してください。 

スリーフモードから復帰するには、次のいずれかの操作をしてください。 

• 自動原稿送り装置 ( ADF ) または原稿カバーを上げる 
• 自動原稿送り装置 ( ADF ) に原稿をセットする 
• [省エネ] キーを 押す 
• [状態確認] キーを 押す 

Q 1 足 J 

•低電カモード時は、[省エネ]キーが点灯します。スリープモード時は、[省エネ] 
キーがゆっくり明るくなったり暗くなったりします。 

•次のようなときは、省エネ機能がはたらきません。 





4 .電源の入れかた、切りかた 


• 外部の機器と通信中のとき 
• 八ードディスクが動作しているとき 
• 警告画面が表示されているとき 
• サービスコールが 点灯しているとき 
• 用紙がつまっているとき 

•原稿カバー、自動原稿送り装置 （ ADF )、 または本体や自動原稿送り装置 ( ADF ) 
のカバーが開いているとき 

• トナー補給が表示されているとき 
• トナー補給中のとき 

• 「初期設定/カウンター/問い合わせ情報」画面が表示されているとき 
•リモ _ トサ _ ビス通報画面が表示されているとき 
• 定着ウォームアップ中のとき 
• データ処理中のとき 
• 印刷途中で動作が中断中のとき 
• 八ンドセットを使用しているとき 
• オンフックダイヤルを使用しているとき 
• ダイヤルイン機能を使用しているとき 

•ファクス機能の「時刻指定送信」で1分以内に送信待ちの文書があるとき 
• 宛先表 • グル _ プダイヤルを使用しているとき 
• データインランプが点灯 • 点滅しているとき 

• 試し印刷/機密印刷/保留印刷/保存文書印刷の画面が表示されているとき 

• プリンター機能の文書印刷画面が表示されているとき（ただし、低電カモードに 
は入ります） 

• 機内冷却のためファンが稼動しているとき 




ヒ _ 夕 _ スイッチ 


ヒータースイッチ 

〇 補足 ） 

•除湿ヒーターと結露防止ヒーターを使用しているときは、主電源スイッチを「〇 
( Standby )」 にした状態でも、これらの匕一夕一には電源が供給されています。 

•主電源スイッチを「0 ( Standby )」 にしたあとも、結露防止ヒーターがはたらいてい 
ますので、機械本体はやや温かい状態を保っています。 


除湿 ヒータースイッチの 操作 

冬場のように急激な温度変化があるときや、梅雨時のように高温多湿になるときには、給 
紙トレイの用紙が吸湿し、これらが原因でコピーの画像異常となることがあります。それ 
らの発生を防止するために除湿ヒーターが内蔵されています。 

本体の前面左側に除湿ヒーターを作動させるための除湿ヒータースイッチがあります。 
湿度が高く、コピー画像異常が発生するときは 「 On 」 にします。必要ないときは 「Stand 
by 」 にしておきます。 



結露防止 ヒータースイッチの 操作 

温度の変化により機械内部に水滴が生じると適正な印刷品質が得られないことがありま 
す。このような不具合を低減するために、本機には結露防止機能があります。本体の前面 
左側に結露防止機能を作動させるための結露防止ヒータースイッチがあります。 
























4 .電源の入れかた、切りかた 
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5. 文字入力のしかた 

本機で文字を入力する方法について説明します。 


文字入力画面の見かた 

入力画面とキーについて説明します。 

以下のように、入力を切り替えることができます。 


ユーザー名 丨 取消 II 

OK 

ユーザー名を入力し、 [0 K ] キーを押してください。 

■卜 h 11 

1あ“か ir さ「た ir な1 r は ir ま ii や ii ら II わ11»1 

r づ 

1い II き『し f ち1「(こ1 r ひ ir み ii ii り II «11ぃ1 

「ゅ i 

1う ii < ii す ii つ ii ® 1 r ふ ireir よ ir る ir ん1「ぅ ir っ ir ょ1 

1 ^ ii ^ ir せ f て" r ね1 r へ' r め ii * ii ^ n » 11 % 1 


1 お ii こ f そ il ^ || ® 11 s || * || ° Ii ろ ii 、 11 あ' i 


| 空白 | | |「 1 | E 5_1 

~| か！& li カナ | z | 英数 ii 記号 i 区点コード i 定型文字列 


• [配列切替] 

キーの配列を切り替えます。切り替えられる配列は 「 ABC 型」 
す。 

• ABC 型 

ユーザー 名 I 取消 丨[ 〇 K | 


ユーザー名を入力し、 [0 K ] キーを押してください。 



[l ][2 ]| 5 || 4 || 5 |[ 6」[7 [8 ]| 9 || 0 | 


r a 1 f b II c T d ll e if f lf g II h T 1 li -i if k 1 l Ml 111 1 

「 n 『0 II P ~|「q || r I 「 s『t II u 1 「v || w I「x j | y II z 

[* l[s |[ 」[® ][.][，][: ][ I ¥ ] 


[shift Lock] | [空白 ] 

[か S ] [カナ ll 英数 記号 "] [区点コード][定型文字列 1 _ 


• 〇 WERTY 型 


ユーザー名 [取消 II O K ] 



L 1 1 2 1[ 5 ]i 4 [ 5 ][ 6 II 7 ][ 8 II 9 ][° |i - 1 [' jl ¥ I 


「 。 i「 w i「 e i「 r i「11「 y if u t 'ir° T p ir @ ir [ 1 

「 a i 卜 m ii f T 3 ii h 「」 k f l ii; i「：ir] i 

[ z ][ x ]i c ]i v ]i b ]i n ii m ]i ■ L 


[Shift Lockll 半角/全角 I [空白 j I 

^ かな I カナ _ 荚数 _ 記号1区点コード1定型文字列!^ 


「 QWERTY 型」で 


• [かな] 

ひらがなの入カモードになります。 
































































5. 文字入力のしかた 


• [カナ] 

カタカナの入カモードになります。 

• [英数] 

アルファベットと数字の入カモードになります。 

• [記号] 

記号（記述•学術•一般•文字）の入カモードになります。 

• [半角/全角] 

全角と半角を切り替えます。全角のときは「全」、半角のときは「半」が表示されま 
す。半角にできない文字もあります。半角にできる文字は P .71 「入力できる文字」 

を参照してください。 

• [Shift Lock ] 

アルファべットの大文字と小文字を切り替えます。また、〇 WERTY 型の配列でひらが 
な、カタカナのよう音を入力するときに押します。 

• [区点コード] 

区点入カモードになります。読みがわからず漢字を見つけられないときや、 JIS 第二 
水準の漢字を入力するときは、その漢字の区点コードを入力します。 

• W W 

力ーソルを左右に移動します。力ーソルを移動して文字を入力すると、力ーソルの前 
に文字が挿入されます。 

• [後退] 

力ーソルの前の文字を1つ消去します。 

• [全消去] 

入力した文字をすべて消去します。 

• [変換] 

入力したひらがなを漢字に変換します。 

• [無変換] 

入力したひらがなを、そのままひらがなとして確定します。 

• [空白] 

空白を入れます。 

• [定型文字列] 

登録した定型文字列を入力できます。 

〇 補足 ） 

•〇 WERTY 型の配列は「英数」、「ひらがな」、「カタカナ」の入カモードのときに使用で 
きます。 

• テンキーでも数字を入力することができます。 






入力できる文字と入力のしかた 


入力できる文字と入力のしかた 

文字の入力のしかたについて説明します。 

文字は、力ーソルの個所に入力されます。力ーソルの上に文字があるときは、その文字の 
前に挿入されます。入力できる文字は次のとおりです。 

入力できる文字 

入力できる文字について説明します。 

〇 重要 ） 

•複雑な文字を表示したり、印字するとき、文字の一部を簡略化することがあります。 

以下の文字を入力できます。 

• カタカナ 
• ひらカヾ'な 
• 漢字 

JIS 第一水準漢字、 JIS 第二水準漢字 

• アルフアベツト 

• 記号 
• 数字 


0123456789 





5. 文字入力のしかた 


入力できる文字の一覧 


ひらがな 

(全角) 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのはひふへほまみむめもやゆよ 
らりるれろわをんがぎぐげござじずぜぞだぢづでどばびぶべぼぱぴぷぺぽ。''。、一 

ひらがな 

(小） 

あいうえおつやゆよ 

カタカナ 
(犬：全角） 

アイウエオカキクケコサシスセソタチツテトナニヌネノハヒフへホマミムメモヤユヨ 
ラリルレロワヲンガギグゲゴザジズゼゾダヂヅデドバビブべボパピプぺポ。 '' 。、ーヴ 

カタカナ 
(小：全角） 

アイゥェォカケツヤュョ 

カタカナ 
(犬:半角） 

アイウェォカキクケコサシスセソタチツテトナニヌネノハヒフへホマミムメモヤユヨラリルレ n ワン。、ヲ - °、、 

カタカナ 
(小：半角） 

アイウヱオツヤユョ 

英数 
(犬:全鮮角共通) 

ABCDEFGH I J KLMNOPQRSTUVWXYZ 

0123456789 

英数 

(小:全解角共 I) 

abcdefghi j k lmnopqr s tuvwxyz 

0123456789 

記 

記述 

(全角） 

、〇, ••：；？！、、 。 ，'..ハ——、、、、、、ぐ々 仝々 〆 〇——/\〜|| 1 ••… " 

〔〕 [] II <>《》「」『』【】 わゐ袅ワ斗エヴヵケー十百千万億舂武参伍拾廿阡萬兆京 

記述 

(半角) 

!"’（）， •ハ；？ □八—、{け〜〇「」ヽ•一 

学術 

(全角） 

+ — 土 X + = _<> S 2 oo ...，竿。，" ° C ¥ $ 0 £% e 3 C ^ cDUnAV -^^ 

V ヨ Z 丄 一 a ▽三# 《》, COOC*.* / ff A %〇 

学術 

(半角) 

$% +- < = > ¥ 

一般 

(全角） 

# ※〒— —t 1 = # b > t $ no 

一 1 rn 」 L 1+ 一 1 ri J L 卜 tH 卜丁 H h-rH i+ 

一般 

(半角) 

#&*@ 

文字 

ABTAEZH@I KAMNS 〇 IIP 2 TTOX 平 n 
a ^ jde^rjd i kX / ulv ^ on pGru^^ipco 

ABBr / lEE^SHMKJlMHOnPC T y O X U M liim^b bl b 3K) 只 
a 6 Br / iee > K 3 HHKjiMHonpCTy 中 xuHiumibibSiOH 


CRC024 


〇 補足 


• 漢字に変換するとき、一度に入力できる文字数は10文字までです。 























入力できる文字と入力のしかた 


入力のしかた 

具体的な入力のしかたを説明します。 

ひらがな/カタカナ 

画面の表示をひらがなにするときは[かな]を押します。 

画面の表示をカタカナにするときは[カナ]を押します。 

ひらがなは入力したあと、[無変換]を押します。 

全角カタカナと半角カタカナを切り替えるときは[半角/全角]を押します。 

〇 WERTY 型の配列のときは 、 [Shift Lock ] を押すとよう音に切り替えることができま 
す。 

漢字 

ひらがなを入力し、[変換]を押します。画面に同じ読みの漢字が表示されるので、 
入力する漢字を選択します。 

表示されていない漢字を見るときは、[▲前へ]または[▼次へ]を押します。 

変換をやめたいときは、[変換取消]を押します。 

漢字の読みがわからないときは、区点で入力します。 

区点 

[区点コード]を押し、入力する漢字の区点コードを入力します。区点コードは「入 
力文字一覧」で調べます。 

例：「亜」を入力するときは、 [1][6] [0][1] を押します。 

アルファベット/数字 

画面の表示をアルファベットと数字にするときは[英数]を押します。 [ ShiftLock ] 
を押すと大文字または小文字に切り替えることができます。また、全角英数字と半角 
英数字を切り替えるときは[半角/全角]を押します。 

記号 

[記号]を押します。「記号」には次の見出しがあり、見出しを押すと、画面が切り替 
わります。 

• 記述 
• 学術 
• 一般 
• 文字 

[記述][学術][一般]では全角と半角を切り替えることができます。全角記号と半 
角記号を切り替えるときは[半角/全角]を押します。 

見出しに含まれる文字については P .71 「入力できる文字」を参照してください。 



5. 文字入力のしかた 


〇 補足 ） 

• ひらがなと漢字は半角では入力できません。 

•本機に市販の USB キーボードを接続し、使用できます。 USB キーボードを使用する 
ときは、サービス実施店に連絡してください。 

実際に入力する 

文字の入力のしかたを実際の手順に沿って説明します。 

例：「縦の A 4」という名称を付ける （「 A 」 は全角、「4」は半角で入力） 

1■[かな]を押して表示をひらがなにします。 


ユーザー名 1 取消 1 

| O K I 

ユーザー名を入力し、 [0K] キーを押してください。 


1 ぁ1「か"1厂さ ii e II &|は r ま] 1 やII ら1厂ゎ1 r * 1 


1 ぃ II ||ち||に丨|ひ|| ■ ゆ|い||を丨1ぃ1 

厂叫 

1 う ii く 1「す ir つ'1厂ぬ1 r ふ ire 1厂よ ii る||ん1 1 ^ II っ1「ょ1 

| 元 ll (プ ll e ll T || la I 厂へ"|厂《)1厂 - WSM 


1 お II ® 11 ほ ろ II、1 口 

日 

1 空白II L 

[139砌窖1 

|かな||カナ||英数||記号 区点コード 定型文字^ 


2■[た][て]を押します。 
3. [変換]を押します。 


ユーザー名 | 取消 | 

| O K | 

ユーザー名を入力し、 [0K] キーを押してください。_ 

—1^1 11“ 

II 讎 1 

1 ® ii カヽ『さ i「e i「g 1 「は1「ま ir や ii ら II ^ 1 1 * | 

レ 1 

1 い ii き i 「® fs 1 「(こ 1 r ひ ir み ir ® ii り II を 1 卜 ' 1 

「ゅ1 

1 う ii く ir す ir つ' r ® 1 r ふ ire よ ii «II ん 1 15 ii っ ir ょ 1 

1 灵 11.1 11「 せ r て _ ir ね1 r ^ ir^ir ii : れ iu n * i 


1 お ii こ『そ i ^ ir^n i ® n =& n ° ii ろ h 、 m » i 

日 

空白 丨| 無変換 || 変換 丨 |~169糊 苜| 

|か S | カナ[|英数 ||記号 区点コード圍定型文字列 


4■[縦]を押します。 
5■[の]を押します。 














































入力できる文字と入力のしかた 


6. [無変換]を押します。 


匸 


]!—. 


ユーザー名を入力し、 COK] キーを押してください。 


<-r ir 後退 [ 全消去] 
厂ぁか I 「さ1厂た ii な 1 1は II ま f や ~ ii ら II わ 1 1ぁ I 「ゃ I 

QJLiJQJLiJLiiJ L £ jL ± j [£ jLuL£J liJ l^J 

[う ir< li す ii つ i[ ぬ 11 ふ i[c i [よ][る ]i a,i r, ]i 〇 i| ^ | 


r ^ ir^npg ii inn Lu [£ j [_ j [ iuL^j llJ 

HSluluL^j i 15 ir ^ i^i^ni - 1 q i - 1 

[B39 砌窖 I 


L 


][ 


JL 


コ 








1 区点]-ド J s 


7. [英数]を押します。 

8. [半角/全角]を押します。 


ユーザー名 [取消 II 〇 K | 

ユーザー名を入力し、 [0 K ] キーを押してください。 

nm _ i i _11後追 i |_ 全消去 

I 1 i「 z lmr 4 1「 5 ii 6 T 7 ii 8 T 9 Ii 。「-い f ¥ 1 

I q F" 1「 e i「 r ii t t y li u 「 1 「。 i 「 。 i「 6 ii H 

I a Ii s T d T f if 9 il h Ii j Ii k F L T ; i 「： i「 ] I 

i z li x Ii c 1f v lf b if n ii m Ii ■Ii ■ T ; If s i 

[shift Lockjj ^ 角/全角 j [空白 I I B 35 U 切替 I 

I か s 1 [カナ 1_ 英数 _ [記号 1 「区点コード 11 定型文字列 

9. [Shift Lock ] を押します。 

10. [ A ] を押します。 

11. [Shift Lock ] を押します。 

12. [半角/全角]を押します。 

13. [4] を押します。 

14. [ OK ] を押します。 



ユーザー名を入力し、 [ ok ] キーを押してくださし、 


團_八4 


厂 1 い iMi 4 i 「 5 F 6 ii 7 T 8 Ii 9 『。 Ii - n ¥ I 

「。]「 W ]「e ]「「 [t ]「 y [U ]「]「。 ]「。 ]「“ [ 1 

i a f s い f f li 3 i 「 h ]i 」 i 「 k [ i II ; T: ll ] I 

I Z |l X |l C |l V |l b I ' 〇 I ' " I ' ' l [ 


[Shift Lockll 半角/全角 I [空白 丨 I B39IJ1J 磨 I 

| かな1カナ _荚 数 _ 記号1区点コードI定型文字列_ 


「縦の A 4」という名称が入力されます。 

定型文字列を呼び出す 

「定型文字列登録/変更/消去」で登録した文字列を呼び出して使用できます。 




































































5. 文字入力のしかた 


「定型文字列登録/変更/消去」の設定方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』 
「システム初期設定」を参照してください。 

1. [定型文字列]を押します。 



1 « 

1ま 

I 

1ら1ゎ 

I LlJ 

「ゃ1 

ひ 

1 み 

I ¢0) 

| <0 | を 

im 

r ゅ1 

ふ 

1 t ) 

1 ょ 

1 る 1 ん 

|丨 ぅ ii 

っ 1ょ1 

/\ 

1 め 


| れ | 。 

1 L^J 


ほ 

1ち 


| 5 | , 

1 い 1 

U 

白 

1 


コ L 

1 

[配列切替 1 






数 

義記 

号 1 

1 区点コード| 

1定型文字列| 


2. 呼び出す文字列を選択します。 







































JIS 漢字コード表 


JIS 漢字コード表 




3 4 5 6 7 8 9 


亜哑娃阿哀愛挨烚逢 
葵茜櫓悪握渥旭葦芦鯵 
梓圧斡扱宛姐虻飴絢綾 


鞍杏」以伊位依偉囲夷委 
威尉惟意慰易椅為畏異 
移維緯胃萎衣謂違遺医 
井亥域育郁磯一奄溢逸 
稲茨芋鰯允印咽員因姻 
飲淫胤蔭 
院陰隠韻 


韻吋！■右宇烏羽 
窺丑碓臼渦嘘 


閲檟厭円 
掩援沿演炎焰煙 
跑炻蔺遠鉛 n 塩| 


凹央奥往応 


:宴延怨 
〖燕猿縁 

ぺり':ノノ巩 


押旺横欧殴王翁襖鴛 
鴎黄岡沖荻億屋憶臆桶 
牡乙俺卸恩温穏音 Pin 匕 
仮何伽価佳加可嘉夏嫁 
家寡科暇果架歌河火珂 
禍禾稼箇花苛茄荷華菓 
蝦課嘩貨迦過霞蚊俄峨 
我牙画臥芽蛾賀雅餓駕 
介会解回塊壊廻快怪悔 
恢懐戒拐改 

魁晦械海灰界皆絵芥 
蟹開階貝凱劾外咳害崖 
慨概涯碍蓋街該鎧骸浬 
馨蛙垣柿蛎鈎劃嚇各廓 


顎掛笠樫檀梶鰍潟割喝 
恰括活渴滑葛褐轄且鰹 
叶棑樺鞄株兜竃蒲釜鎌 
噛鴨栢茅萱 


款歓汗漢澗灌環甘監看 
竿管簡緩缶翰肝艦莞観 
諌貫還鑑間閑関陥韓館 


供侠僑兇競共凶 
卿叫喬境峡強彊怯恐恭 
挟教橋況狂狭矯胸脅 
蕎郷鏡響饗驚仰凝尭暁 



犠疑祇義蟻誼議掬菊 
吉吃喫桔橘詰砧杵黍却 
客脚虐逆丘久仇休及吸 
宫弓急救朽求汲泣灸球 
究窮笈級糾給旧牛去居 
巨拒拠挙渠虚許距鋸漁 
禦魚亨享京 


熊隈粂 

栗繰桑鍬勲君薫訓群 

郡|卦袈祁係傾刑兄啓 
珪型契形径恵慶慧憩掲 
携敬景桂渓畦稽系経継 
繋昇茎荊蛍計詣警軽頸 
鶏芸迎鯨劇戟撃激隙桁 
傑欠決潔穴結血訣月件 
儉倦健兼券剣喧[■圏堅嫌 


検権牽犬献研硯絹県 
肩見謙賢軒遣鍵険顕験 
鹸元原厳幻弦減源玄現 
校#: : :- f 罔 ,V Tf In ' 

己庫弧戸故枯湖狐 


顧鼓五互伍午呉吾娯後 
御悟梧檎瑚碁語誤護醐 
乞鯉交佼侯候倖光公功 


后喉坑垢好孔孝宏ェ 




佐叉唆嗟左差査沙搓5 


澄摺寸;]世瀬畝是凄制 


航荒行衡講貢購郊酵鉱 
砥鋼閤降項香高鴻剛劫 
号合壕拷濠豪轟麹克刻 
告国穀酷鵠黒獄漉腰甑 
忽惚骨拍込 


!捌鲭鮫皿晒三傘参山 
き撒散桟燦珊産算纂蚕 
''' II …丨い| —1 
使刺司史嗣四士始姉姿 
子屍市師志思指支孜斯 
施旨枝止死氏獅祉私糸 
紙紫肢脂至視詞詩試誌 
諮資賜雌飼歯事似侍児 
字寺慈持時 




次滋治爾璽痔磁示而 
耳自蒔辞汐鹿式識嶋竺 
軸宍雫七叱執失嫉室悉 
湿漆疾質実蔀篠偲柴芝 

いし a 丄 、 m r 

社紗者謝車遮蛇邪借勺 
尺杓灼爵酌釈錫若寂弱 
惹主取守手朱殊狩珠種 
趣酒首儒受呪寿授樹 
綬需囚収周 

宗就州修愁拾洲秀秋 
終繍習臭舟蒐衆襲讐蹴 
四酬集醜仆住充 
従戎柔汁渋獣縦重銃叔 
夙宿淑祝縮粛塾熟出術 




■f：J N , ,M 11,111 _，: 

u i iij い a 

署書薯藷諸助叙女序徐 
恕鋤除傷償 

函箱硌箸肇筈槺幡肌 
畠八鉢潑発醱髪伐罰 
抜筏閥鳩噺塙蛤隼伴判 
半反叛帆搬斑板氾汎版 
犯班畔繁般藩販範釆煩 
頒飯挽晚番盤磐蕃蛮 fe 


卑否妃庇彼悲扉批披斐 
比泌疲皮碑秘緋罷肥被 
誹費避非飛樋簸備尾微 
枇毘琵眉美 

鼻柊稗匹疋髭彦膝菱 
H ' 1 / 1' I '"」…卜 1" 
r 謬俵彪標氷漂瓢票表 


蛭鰭品彬斌浜瀕貧賓頻 
敏瓶际付埠夫婦富冨布 
府怖抉敷斧普浮父符腐 
屑芙譜負賦赴 A 附侮撫 
武舞葡蕪部封楓風葺蕗 
伏副復幅服 


勝匠升召哨商唱嘗奨 
妾娼宵将小少尚庄床廠 
彰承抄招掌捷昇 
松梢樟樵沼消渉湘焼焦 
照症省硝礁祥称章笑粧 
紹肖菖蒋蕉衝裳訟証詔 
詳象賞醤鉦鍾鐘障鞘上 
丈丞乗冗剰城場壤嬢常 
情擾条杖浄状畳穣蒸譲 
釀錠嘱埴飾 

拭植殖燭織職色触食 
辱尻伸信侵唇娠寝審 
心慎振新晋森榛浸深申 
疹真神秦紳臣芯薪親診 
身辛進針震人仁刃塵壬 
尋甚尽腎訊迅陣靭(％誠 
須酢図厨逗吹垂帥推水 
炊睡粋翠衰遂酔錐錘随 
瑞髄崇嵩数枢趨雛据杉 
椹菅頗雀裾 


粉糞紛雰文聞』丙併兵塀 
幣平弊柄並蔽閉陛米頁 
僻壁癖碧別瞥蔑箆偏変 
篇編辺返遍便勉娩弁 


勢姓征性成政整星晴棲 
栖正清牲生盛精聖声製 
西誠誓請逝醒青静斉税 
脆隻席惜戚斥昔析石 
籍績脊責赤跡蹟碩切拙 
接摂折設窃節説雪絶舌 
蝉仙宪千占宣専尖川 


煽旋穿箭線 

繊羨腺舛船薦詮賤践 
選遷銭銃閃鮮前善漸然_ 




臓蔵赠造促侧則即息 




他多太汰跎唾堕妥惰打 
柁舵楕陀駄驊体堆対耐 
岱帯待怠態戴替泰滞胎 


帖帳庁弔張彫徴懲挑 
S 朝潮牒町眺聴脹腸蝶 
. J 諜超跳铫長頂鳥勅埗 
直朕沈珍賃鎮陳&：墜椎 
槌追鎚痛通塚栂掴槻佃 
漬柘辻蔦綴鍔 
孀紬爪吊 


董蕩藤討謄豆踏逃透 
陶頭騰闘働動同堂導 
憧撞洞瞳童胴萄道 


台大第醍題鷹滝瀧卓啄 
宅托択拓沢濯琢託鐸濁 
諾茸砜蛸只 

叩但達辰奪脱巽竪迪 


剃貞呈堤定帝底庭廷弟 
悌抵挺提梯汀碇禎程締 
艇訂諦蹄通 

邸鄭釘鼎泥摘擢敵滴 





蜂褒訪豊邦鋒飽鳳鵬乏 
亡傍剖坊妨帽忘忙房： 
望某棒冒紡肪膨謀貌貿 
鉢防吠頰北僕卜墨撲朴 
牧睦穆釦勃没殆堀幌奔_ 
本翻凡盆磨魔麻埋妹 
昧枚毎哩植幕膜枕鮪征 


繭磨万慢満 


嶺怜玲礼苓鈴隸零霊麗 
齢暦歴列劣烈裂廉恋憐 
漣煉簾練聯_ 


労婁廊弄朗楼榔浪漏 
牢狼篭老聾蝋郎六 
肋録論 p 委和話歪賄脇惑 




窯羊耀葉蓉要謡踊遥陽 
養慾抑欲沃浴翌翼淀 j 羅 

螺裸来莱頼雷洛絡落酪 
乱卵嵐欄濫藍蘭覧 pij 吏 
履李梨理璃 


傀傚傅値傲 

僉僱傳僂僖僞僥僭潜 
價僵儉儁儂懢儕儔傻 
儺儷儼儻儿兀兒兌兔 
兢競兩兪兮冀门囘册冉 
冏胄冓冕^冤冠冢冩冪 
7决冱冲冰况冽涸凉 
几處讽凭凰 UI 凾刃•刊刦 
刎却刪刮刳刹瓶到剋剌 
剞剔剪剴剩剳剿剽劍劎 
劎觌劈劑辨 


辧劬劭劼券勁勅勗勞 
勹匆匈 
旬匍旬匏匕匚匣匯匮匳 
c 區辛卅世卉卍 
卮卯卻卷厂愿厠厦厥厮 
ム參篡雙叟曼燮叮叨 
叭队吁晬呀听吭吼吮吶 
吩吝呎咏呵咎眩呱呷呰 
咀呶咄咐咆哇咢咸 
垤咬哄哈咨 
咫哂咤哇咼珩 
哮哭哺挵 
唓啖啗唸 
喟啻啾喘 
嘵嗚嗅嗟 


"族嗽 


_嚏嚏嚥 
囉囀囈嘯 
囿圄圉 


噪嚆 


涧涓渕淨 
衍浣淹淌 
渎洌涅淞 
泪洒濤 
泮洳涕淆 
眠洵涎涸 
泛洙浙淦 
洇洸浹淇 
洽浚涵 


瀾炉煥燋燎 
瀰炸焙燻燔 
瀟炬焜熏燉 


湄頻 潯潦濬 
滕滾 澀濂濕 
渭淥淛滔滸澁酒濟 
淮渫游溲滬 潸澎澪 
淪揪渝滄灌 潺潘漬瀉瀝炯焉媛熾 
痤渣滿溯漑滌澆潼澹濛潴炒烙煌熹燼| 

淤渾渤溽潁漲滷澂澤濮瀚炙黑煢 — ； 
淙湟湎滓溟滯漓潭澡濱瀛灣恷煦熬燧| 

淺湲渺溷滂漱漾潛擀濘濾灑烟熙熨燬 
冲祗 Jlwwrfc I ボ也 Er''.'rfffii 




稼槐槃樂槭禧 
棣掄褅榮榻槨樞檟 
聚樹椹搵搗樟榱橄 
接捵楮揲槊榴樅樓 
椒椚棣控寨榕椠樣 
機栊禊楝槎榜槲榷 
掠捬楫楞搰槟槔楢 
梭捻楸楡槓榑權樊 
楷棠糊椰槁楔槿榑 
棹楷楙樘榧穋揲 


櫞欒歃 

檬櫺歇 

檳蘖飲 

檸櫸欹 

權櫻盜 


橙檣櫃 
橢檢檻 
橇檄蘗櫟 
榀檠檗櫟 
撮檍榴欖 


歿殫笔氤沛泗 
歹殪毓氛沁沽 
:殤母气扯泓 
殒毆氓沍泱 
培殼酕沂泄 
殘殷麾汪沐沾| 

殍殳毯社沒沱 ■ 

殃殲毳汕板沮 
殄殲毫汞汨泝 
妖殯毬氣汾泅| 




荅莖莉 
荐莢莠 
茄荅葱 
荀莪竞 
茱莛苋 
茲莅荼 
|客荔莊 
茴茗筋 
，茫莎 
茯莫 


蟒蠻袞神裙褊褶 
蟒蠢衾柏裘襌褻 
螳蠹袁祢裔棲襄 
衫袓桁楠襁 
衢轸祎裨褫 


蠍^ 


詛静諂調諸誦 
而覯觴詁跳諍譯謗譏 
鮮訶誅諄諠謐譌 
襴覦觝訥詢誣謔謖譁 
訝詬誚諱諡謨 


蠏蠢衙衲桂裼褥襠 


袂袱裴褪襞襪觋觚訛詭誦譯謚謾護 


覘觀訌詼誥諧謇謫譚 


蟠蠕街袵襞褂榲禅襤覓覿訐詈誑諳謌謦譜 
衽袤裹襃襌襦覊覽訖詆誡諫諛鞫譖 
_蠑紐扪袍装褓樓 殻 rlri: 訃詒誨 I :-.'-l[:.'-]:;.hiM 證 




菁蔆葭蒹蓖 
萋萸截藎蓆 
菘莽葫蓊蓁 
萃萠葷萵蓐 
菽范蔻雜蓚 
茛萍萼葯篛 
堇菲萼萬著 
萱菠莉葆産 
菴萇葭葩蒴 
莨蒂袜蒂蒿 


薊菝藹蘿蚪 
薑蕾藜藉蚩 
薈蕷藥蘚蚣 
薤薜藝蘢蚓 
蕰薇藕蘆 
蕕藪藐藺 
蓴薨蕋薛薹籟號 
蓿莾蘂薔蔵蘋虔 
蔡繭蓴蕭薺藕庸 
:: 薨藉蘊由 


蚰姥蛹蜻 
蛆蛛蜍蝠 
蛄蚊蜉蜚蝙 
蚯巷蟹蜩蝮 
蚶蛩蛻蜥蝨 
蚌蛞蜃蜻蝗 
— —蜀蜷蝴 




梛支敘斫无昴晨暝 a 
擱擴攫敍斟旙昶皓暘 
揺揃攣敕斛旛昵晤暄 
擘攬攤敖變旒杳晝暉 
撻擯攢效斃旌旻晞暎 
擇檮攜畋斂旄昃晁暈瞥 
:，攘攸數旁昊晉昴暾 
擒擡櫟收敲旆杲晄晰嘵 
據擠攀玫敝旃旱晏晳暹 
举擺夂敞斷无廷 


朿枋析柝 
朮杣拼柞 
霸杓护祖 
朧杠枋枸 
朦杞扮柩 
碁杆杪枳 
腺初抒柬 
胭枋密枴 
曷执杰柯 
曳朶枉枷 


翊桿桴棘 
框梢梹掬 
莱档榑棊 
檜样梃椁 
狐椿挪捃 . 

拉梳條棺棍 
拊桎梔椏控 
抱栲梭 ■ 
拙挎梏梠檫| 

柢桀梟梵掴 I 


羯翕耋聆聶肭脉 
羣翊耄聊聰肚胖 
羚翠耆耻聲肓胚 
羝翅飜耿聳肛胄 
羞蕭翹耨聨肅胝 
羔羸翳锄聢肆胙 
羌羶翩耜聋肄胥 
苹胛 


腥膳臀臟舊艘艱苡苹 
腮順膽臚與艙舻芬苻 
腱膠随臈舅脬艫芻范 
胼膂膾臘舂舳艙芟莓 
腑膀脾臟舁舸艨芫苺 
腓膊滕臑臾舫艢芒苳笠 
脯脾膈腻臍臻舱艤芍苴茉 
腹臉臺舖艟艾苒苜 
脩隋腴膣膺臧舐艚艸苟茆 
. . 舍艟艷苣苞 


鰕鰛鱔薦鴒 鶫鹘鵃 
鯰鹹鰾腸鴕鶉鷀鹪 
鬣魃妬蜊猇鰊蟑鴉鵄 鵠鷄鶸 
鬢魄鮑鯆鰍鳆鰲塢鴎 鵑鶬鷓 
鬟鬲鲆鮪鰺鲽鰊凫鴣鷓騖驚 
鬚鬯鮮鯊緋蝽鱗鳧鶯鴉鵑鷗鷂 
略 ， f Ms ? た銜鵃鶚鶏 
触鲲鰓鯽讎鴆鴇鵞鶴鵾 
鮪鯢鳇鳏鱧鴆鵠鵝鵪鵠 
蜴緘鰛艙鴃鵁 








俘愕惱想慫 
恶慍惻愼慚 
: 惚愿慙 
悧悵值慊慘 
ti 惆惺愧慷 
悅悽惴愨慳 
俘枠愀愾慄 
俊悴意慇慂 
惓惶愎博 
愚愆愍愴 


慟憊慄懿一一 
傳憚勤懺龙 
憔懈懺士 
憬懷懶 rii - 


扎抒拿拉挾 
扁找拏抛捐 
抉抻拇栴 
抂坩拂拯 
扼拗拊挈 
扨杯拌挂 
扠拃拜栩 
扛拔拈拱 
扣抖擔拮 
扦抓拆格 


掏揣槍 


捶揀搓摻 
撖揩搆搏 
掀掾搴摯 . 

掎捩搖摧撼 
掖捫楡搏撈 
捏掄揶搨撩 
搜锭插搗：： 
捍掉揉攝 
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|苢箍篌籠簧籀 

篁篥簣簇 
篋篦蔫藪 
|筌箝菔簑簍籃 
笋筮筝簑築 
|筍箴箏篩篷簽 
1笄筱箒篝 
痄箋篆 
筧箚箴簇簟 


粵粹糯 
轳粮鬻 
粃粱糢 
朴粲糜 
籬粳鞴 
籥栢粽紆 
籤桐糂轧 
籤粞糅 
籟粢粧 
籐耠粽 


紿姘綵綰縣糜繞 
紲拽綣線縊繦饊 
紮絮綮綸緘繆鐧 
紘絨綺緜縉縢縷 
綱絲総絢緲鎚鏈 
紊桁紹綢緻縉縲 
紕統綏總鍛縟縷 
紜絳絛綫繅縱繃 
紂絆綉綽緝繕縹 
竚經緇緘綍縵 


:ニニニこニニこ - 二 ％ 


濯靜靼鞣壶 
罾靉鞅鞦齎 
巽靂鈉鞮韭 


阽随襍次謀勒翠轉 
陟 PJ # 乂 ；'7:?忖格 
陝隧雉霓霽靦辆轄 
雋霈霹齙蛛鞴 


飄餡饉馥馼騫 
颶餘鰛馘駭騙 
颱舖餾馗駑駢 
颯餒餽饕駘雖 
風餉餮饌駝錤 
顳餃糊饒駛騁 
顴飫餅饑駟駸 
顱飩锬饋馼驊 
，‘餞饋馮酬 




发岵睚蝓 
1112 畊畢崙 
73 岷峪崚 
P1L 岬窵 
bM 帕峭 
屬岖崾 
思岫峽崛 
屏妄峩崙 
展岔峙寄 
岑苔崗 


巍帙幔庠 
巉帚幗广 
喚帋幌麼 
崛嶷巵幀幺 
S 窿已幃并 
嵬嶽巫幄幵廏 
嶮<<<帷幫廐 
喁蟻巖帶幣廈 
甬嶝巒帛幢廂 
嵌蜕跖帑幟 U 1 IJ 


彝彌彷徘忝 
弊彈 N ィ徙忱 
弃彌彭從忸 
升硼多徇忤 
廸弭彙徑忻 
1.弩彗很忖 
廳弓一彖徊徼 
廳弑旦彿徭 
癰弋弯徂徨 
fe vr aft 


怛恂恙 
忽恷恫 
怎恪恬 
怩恁恂 
拘恚恤 
估泳恃悚 
恠怏恣悃 
怡怦恍惧 
忿怫恆悍 
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5. 文字入力のしかた 



6. ダウンロードできるソフトウェア 

本機と連携して使用できるソフトウェアについて説明します。 


Ridoc 10 Analyzer でできること 

Ridoc 10 Analyzer について説明します。 

〇 重要 ） 

• Ridoc 10 Admin がインス I -— ル済みの環境では 、 Ridoc 10 Analyzer は Ridoc 10 Admin 
に対する上書きアップデートとしてインストールされます。 

Ridoc 10 Analyzer はネットワーク上のプリンターを監視するソフトウェアです。 IP アド 
レスを持つ複数のネットワークプリンターを管理できます。ネットワーク管理者の方が 
使用することをお勧めします。 

Ridoc 10 Analyzer は、リ コーのホー 厶 ぺージ からダウン ロー ドできます 0 
(http://wvwv.ricoh.co.jp/IPSiO/related goods/analyzer/) 

幌足 


• Ridoc 10 Analyzer については、 Ridoc 10 Analyzer の取扱説明書を参照してください 0 






6. ダウンロードできるソフトウェア 


Ridoc Desk Navigator でできること 

Ridoc Desk Navigator について説明します。 

アプリケーションで作成したファイル、スキヤナーで読み取った画像データ、既存のイ 
メージファイルなど、多様なデータを1つの文書として管理 • 印刷できます。 

Ridoc Desk Navigator は、リ コーのホー 厶 ページから ダウン ロー ドできます 0 
(http://support.ricoh.com/bbv2/html/dr ut d/doc sol/index.htm; 

〇 補足 ) 

• Ridoc Desk Navigator について詳しくは、 Ridoc Desk Navigator のヘルプを参照してく 
ださい。 

• Ridoc Desk Navigator には本機では使用できない印刷機能があります。使用できない 
印刷機能については、リコーホー厶ページを参照してください。 





Ridoc 10 Navi でできること 


Ridoc 10 Navi でできること 

Ridoc 10 Navi について説明します。 

ネットワークプリンタ — の環境を簡単に構築できます。また、ネットワーク上の リコ— 製 
プリンターの稼働状態を、パソコンから簡単に確認できます。 

Ridoc 10 Navi は、リコーのホー厶ページからダウンロードできます 0 
(http://wvwv.ricoh.co.jp/IPSiO/utility/ionavi/) 

〇 補足 ) 

• Ridoc 10 Navi について詳しくは、 Ridoc 10 Navi のヘルプを參照してください。 





6. ダウンロードできるソフトウェア 



7 ■キーカードまたはキ ー カウンタ ー 
をセツトする 

キーカード、キーカウンターの使いかたを説明します。 


キーカードをセットする 

画面に「キ_力ードをセットしてください。」と表示されたときはキーカードをセットし 
てください。 

1■キーカードを使用した利用者制限が設定されていることを確認します。 

画面にメッセージが表示されます。 

2■力ードリーダーにキーカードをセットします。 










7. キーカードまたはキーカウンターをセツトする 


キーカウンターをセツトする 

画面に「キーカウンターをセツトしてください。」と表示されたときはキーカウンターを 
セツトしてください。 

1■キーカウンターを使用した利用者制限が設定されていることを確認します。 

画面にメ ツ セージが表示されます。 

2. キーカウンターを本体にセツトします。 



〇 補足 、 

• コピー中にキーカウンターを抜き差ししないでください。機械が正常に動作しない 
ことがあります。 
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